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は じ め に

周 知 の よ うに 、趙 萬 里 『漢魏 南 北 朝 墓 誌 集 釈 』(北 京 ・科 学 出 版 社 、1956年 。

以 下 、 集 釈)、 趙 超 『漢 魏 南 北 朝 墓 誌 彙 編 』(天 津 ・天 津 古 籍 出版 社 、1992年 。

以 下 、彙 編)に よ る墓 誌 集 成 以 降 、 大 陸 で は新 出 墓 誌 史 料 が加 速 的 に収 集 整 理

され 、 良 質 な墓 誌 集 成 が相 次 い で 刊 行 され て い る。 魏 晋 南 北朝 期 で あれ ば 、拓

本 ・釈 文 を完 備 し、現 在 も刊 行 が続 く 『新 中 国 出 土 墓 誌 』(文 物 出版 社)シ リー

ズや 、釈 文 ・考 釈 を附 した 羅 新 ・葉煇 編 『新 出魏 晋 南 北 朝 墓 志 疏 証 』(中 華 書 局 、

2005年 。 以 下 、 疏 証)、 拓 本 ・釈 文 ・考 釈 ・校 注 を 附 した 毛 遠 明 校 注 『漢 魏 南

北 朝 墓 誌 校 注 全10冊 』(線 装 書 局 、2009年 。 以 下 、校 注)な どが あ る。 な か

で も 『校 注 』 は 、 造 像 銘 や 碑 刻 も含 み 、 そ のす べ て に明 瞭 な拓 本 写真 と忠実 に

再 現 した異 体 字 に よ る釈 文 が完 備 され てお り、 原 石 や 原 拓 本 を 直接 調 査 す る こ

とが 日常的 に不 可 能 な海 外 研 究 者 に とっ て は 、 至極 便 利 で あ る1。

さ らに各 博 物 館 ・研 究所 内 に は 、未 整 理 ・未 公 開 の墓 誌 が 大 量 に存 在 す る と

聞 く。 筆 者 の現 在 の 研 究対 象 は 北朝 で あ るが 、 当該 時 期 は 文 献 史 料 の残 存 状 態

が脆 弱 で あ り、 ま た 異 民 族 政 権 で あ る に も 関 わ らず 、 現 存 す る史料 が 漢 民 族 の

文字 に 限 られ て い る た め、 これ ら北 朝 墓 誌 の 存 在 は 、 そ れ が正 史 と同様 に漢 民

族 の言 語 に よ る も の で あ っ て も、史 料2の 量 的 拡 大 とい う面 で大 き な意 義 が あ る。

こ の よ うな動 き に伴 い 、 これ ま で 以 上 に墓 誌研 究 も活 発 で あ る。 近 年 の 日本

にお け る公 的 な助 成 を受 け る研 究 の な か で 、 中 国 古 代 中世 史 の 多 くが 、 刻 字 資

料 ・石 刻 史 料 を何 らか の形 で そ の研 究 対 象 に含 め て い る こ とが 、 そ れ を如 実 に

示 して い る。 しか し、 新 史 料 の 蓄積 と研 究 環 境 が充 実 す る につ れ て 、解 決 しな

けれ ば な らな い 課 題 も明 確 に な りつ つ あ る よ うに思 われ る。 そ の一つ は 、 個 人

が 収 蔵 して い た墓 誌 ・拓 本 や 伝 世 品 に つ い て の真 贋 問 題 で あ る。 墓 葬 か らの 出

土 が確 定 で き な い 墓 誌 の場 合 、 そ の真 偽 は経 験 豊 富 な専 門家 の 判 断 に任 せ る し

か方 法 は な い 。す なわ ち利 用 可 能 と確 認 で き る墓 誌 が 、増 大す る新 出墓 誌 群 と、

直 ち に比 例 せ ず 、 一 定 期 間 の調 査 の の ち、 明 確 な外 形 的 証 拠 ・史 的根 拠 の あ る

1し か し、校 注 に は拓 本 の ない 史料 につ い て は収 録 され ず 、 また 多少 の未 収 録墓 誌 もあ る

た め、注 意 が必 要 で あ る。ま た筆 者 は 、本科 研 にお け る墓 誌 釈 文照 合 作業 にお いて 、校 注 ・

彙編 ・疏 証 の釈 文 の違 い が非 常 に多 い こ とを知 った 。 した が っ て本稿 の墓誌釈 文は 、拓 本

との 照合 か ら判 断す る と、 よ り精 度 が 高 い と思 われ る校 注 の釈 文 で統 一 して あ る。
2本 稿 で は、 「史料 」 は文献 資 料 ・文 字史 料 を指 し、 「資料 」 は 非文 献 資料 ・非 文字 資 料 を

指 す。
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場 合 を 除 き、結 果 的 に は 不 明 も し くは 、真 贋 の濃 淡 をつ け る に止 ま ら ざ るを得

な い墓 誌 も多 い。

そ の ほ か に 、墓 誌 の 史 料 的 性 格 の位 置 づ けの 問 題 が あ る。 歴 史 研 究 にお い て

文 献 史 料 を使 用 す る場 合 、歴 史 学 の基 本 的 な 作 業 で あ る史 料 批 判(内 的 批 判 ・

外 的 批 判)3を 行 い 、 まず そ の 文 献 の性 格 を は っ き りさせ る。 しか し、対 象 が 墓

誌 とな っ た 場 合 、 多 く は史 料 批 判 の 段 階 か 、 あ る い は 正 史 と墓 誌 の 記 事 の 照 合

と補 完 ・訂 正 に留 ま り、 墓 誌 とい う史料 が 総 体 と して ど の よ うな性 格 で あ るの

か 、 とい うこ とま で は 、 と りた て て 意識 され て こ な か っ た よ うに思 う。 もち ろ

ん、 急 速 に増 え 続 け る新 出 墓 誌 を読 み こな してい くこ とは 急 務 かつ 優 先 され る

べ き重 要 な基 礎 的 作 業 で あ り、 そ の よ うに読 み 込 ま れ た墓 誌 の 記 事 の一 つ 一 つ

が 、 そ して そ れ らが 蓄 積 した集 合 体 が、 将 来 的 に これ 以 上 の飛 躍 的 な増 加 が 見

込 めな い 文 献 史 料 を補 充 す る うえで 、 大 き な存 在 に な っ て い く こ とは、 十 分 に

理解 して い る。 そ して 、 膨 大 な 墓誌 の情 報 量 と新 出墓 誌 補 充 の ス ピー ドに圧 倒

され な が ら も、 個 別 墓 誌 の検 証 や デ ー タ 化 、 集 積 と緻 密 な 分 析 作 業 は 、 着 実 な

成 果 を挙 げ て い る。

しか し、墓 誌 につ い て 文 献 史 料 と同等 に厳 密 な史 料 批 判 を行 い 、 そ の 史料 的

性 格 を俯瞰 的 に把 握 し よ う とす る鋭 利 的 な試 み を、 そ れ ぞれ が 自覚 しな い ま ま

に個 々の 研 究 に利 用 し続 け て いれ ば 、それ が墓 誌 を 中心 に据 えた研 究 に して も、

持論 を補 強 す る た め の 補 助 的 な利 用 で あ っ て も、 そ こか ら抽 出 され た歴 史 理 解

は 、結 果 的 に無 秩 序 で バ ラバ ラ な もの に な っ て しま うの で は な い か 、 とい う危

惧 を筆 者 は持 つ の で あ る。 も ち ろ ん 、 これ ま で の個 々 の墓 誌研 究 に お い て 、 こ

の よ うな 問題 意 識 は確 か に 存在 して い る4。ま た 、木 簡 学 や 出 土 文 書 の分 野 で は、

よ り徹 底 的 な蒐 集 と、 緻 密 な 史 料 批 判 を経 た鋭 利 な解 析 に よ り、 高 度 な研 究 が

長 年 蓄積 され て き た こ とは贅 言 を要 しない 。 しか し、 そ れ らが 総 体 とな って 、

現 在 の 中国 史 学 界 共 通 の課 題 と認 識 され 、 所 謂 「史 資 料 学 」 とい う形 に結 実 し

て い く よ うな 力 強 い 動 き とい う もの ま で に は、 表 出 して い ない 。 そ こで 、本 稿

で は 、墓 誌 の 史 料 性 とい う点 に主 眼 を置 き 、 い くつ か の墓 誌 を取 り上 げ て具 体

的 に検 証 して み た い と思 う。

しか しな が ら、 本 稿 は 、 い ま だ 初 歩 的 な検 証 と考 察 に留 ま る も の で あ る。 ま

た 、 本 来 で あれ ば 、 中 国史 研 究 にお け る独 自の 「史 資 料 論 」 に 沿 って 考 え るべ

3今 井登 志喜 『歴 史 学研 究法 』東 京 大学 出版 会 、1953年 。
4趙 超 『古 代墓 志 通論 』紫 禁 城 出版 社 、2003年 、趙 振 華 『洛 陽 古代 銘刻 文 献研 究 』三 秦 出

版社 、2009年 、毛遠 明 『碑 刻 文献 学 通論 』 中華 書 局 、2009年 、林 登順 『北 朝墓誌 文研 究 』

麗文 文化 事 業股扮 有 限公 司 、2009年 、伊藤 敏雄 編 『魏晋 南 北朝 史 と石 刻 史料研 究の新 展 開

―魏晋 南北 朝史 像 の再 構 築 に 向 けて― 』2009年2月 、平 成18年 ～20年 度 科 学研 究費補 助

金基 盤研 究(B)「 出土 史 料 に よ る魏 晋 南北 朝史 像 の再構 築 」成 果 報 告書 別 冊)、 呂建 中 ・

胡戟 主編 『大唐 西 市 博物 館蔵 墓 志研 究 続― 』険西 師範 大学 出版 総 社 有 限公 司 、2013年 、李

鴻 賓 主編 『中古墓 志 胡 漢 問題 研 究』黄 河 出版 伝媒 集 団 ・寧夏 人 民 出版社 、2013年 、明治 大

学東 ア ジア石刻 文 物研 究 所 に よる 『東 ア ジ ア石 刻研 究 』 の発 刊 を は じめ とす る一連 の取 り

組 み 、 な ど。
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き だ が、 墓 誌 につ い て 総 合 的 にま とめ られ た 「史 料 論 」 は、 今 ま で ほ とん ど見

られ な い。 そ の た め 、本 稿 で は、かつ て 「学 界 に お け る暗 い谷 間 」5と 称 され た

「史 資 料 学 」 の深 化 を 意 欲 的 に進 め 、 そ の経 過 と成 果 をま とめ続 け て い る 日本

史 研 究 を参 考 に して い る部 分 が 多 い。 この よ うに、 本 稿 は 多 くの欠 点 と課 題 を

残 す のだ が 、 これ か らの 墓 誌 研 究 の可 能 性 を 探 ろ う とす る試 み の 一 つ と して、

今 後 の議 論 の俎 上 に 載 せ て い た だ けれ ば幸 い で あ る。

一　 墓 誌の 史料 性

1.墓 誌 史 料 の 分 類

墓 誌 とは どの よ うな 史 料 な の か を考 え るた め に、 歴 史研 究 にお け る史 資料 の

分 類 をみ てお き た い 。 日本 史 学 に お い て最 も 常識 的 ・通 俗 的 ・平 均 的 な分 類 法

は、1.文 字 に よ っ て記 され た 文 献 史 料 、2.物 と して 遺 存 して き た 遺 物 史 料 、3.

風俗 ・習 慣 ・伝 説 ・民 話 と して伝 承 して きた 民 俗 史 料 、 で あ る。1は さ らに、

文 書 ・記 録 ・編 著 に 小 分 類 され 、 そ れ ぞ れ が 古 文 書 学 、 古 記 録 学 、 文 献 学 ・書

誌 学 、2が 考 古 学 、3が 民 俗 学 の専 門 分野 とな る6。 そ の ほ か の史 資料 の性 格 分

類 で は 、史 資 料 は、 自然 ・自然 物 とな ん らか の人 為 が加 わ っ て い る もの とに ま

ず は大 別 され 、 後 者 を 「も の」 と して あ る もの と、 人 間 に よ る表 象 と して あ る

も の に分 別 し、 さ らに そ の 後 者 を 、形 の有 無 で 区別 す る。 この 形 の あ る もの に

属 す る碑 文 や 典 籍 ・文 書 類 が 「文 字 史 料 」 で 、 これ らが 所 謂 「文 献 史 料 」 で あ

り、絵 画 や 彫 刻 な どの 画 像 ・図 像 資 料 は 「準 文 献 史料 」 で あ る7。 ま た 考 古 学 で

は 、存 在 形 態 に よ る考 古 資 料 の分 類 が 基本 で あ り、1.本 来 の機 能 で使 わ れ て い

ない もの 、2.本 来 の機 能 を な お担 っ て い る も の 、 に分 別 で き るが 、 そ の ほ か に

形 質 や 機 能 に よ る分 類 も必 要 で あ る8。 こ の ほ か に も様 々 な分 類 法 が存 在 す る9。

今 井 登 志 喜 氏 は 、 い ろ い ろ な標 準 か ら行 わ れ た分 類 は10、 実 際 上 の必 要 か ら

で あ って 、 史 料 を蒐 集 し整 理 保 存 す る場 合 に は 実用 的 価 値 が あ るが 、 方 法 論 的

には この よ うな 常識 的 分 類 で は な く、「更 に 内 的 に鋭 利 な分 類 が研 究 の 作 業 の 必

要 に 基 い て 立 て られ る 」 とい う11。 ま た福 井 憲 彦 氏 が指 摘 す る よ うに 、 現 在 ま

5石 井進 「『史料 論』 ま えが き」『日本歴 史　 別 巻2　 日本 史研 究 の方 法』 岩波 書店 、1976

年。
6前 掲石 井進 「『史 料論 』ま え が き」。同 「文 書史料 論 」(網 野善 彦 ・石 井 進 ・谷 ロー 夫編 『帝

京大 学 山梨文 化財 研 究 所 シ ンポ ジ ウム報 告集　 中世 資料 論 の現 在 と課 題― 考古 学 と中世

史研 究4― 』名 著 出 版 、1995年)。
7福 井 憲彦 『歴 史学 入 門』岩波 書店、2006年 。詳 細 な史 資料 分類 は同 書 「図2-1史 資料 の

性 格分 類 」図 参照 。
8小 野 山節 「2資 料 論 」(『岩 波 講座 日本考 古学1　 研 究の 方法 』岩 波 書店 、1985年)。
9そ の ほかの分 類 法 は、ベ ル ンハ イム(E.Bernheim)の 基 礎 的 な分 類 法 を始 め、今 井登 志

喜 「史 料 学」(今 井 氏 前掲 書)に 詳 しい。
10「 例 えば、時 間 に基 く分類 、場 所 に基 く分 類 、史 料 の 内容 の性 質 に よ る分類(政 治 史料 、

経 済史 料 、宗 教 史料 、芸術 史 料 等)、 史 料 の外的性 質 に よる分類(文 献 的 史料 、遺 物遺 蹟等
の物 的 史料 、 口碑 伝 説 制度 風 俗 習慣 の無 形 史料等)」 今井 氏 前掲 書 、21-22頁 。
11今 井 氏 前掲 書 、21-22頁 。
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す ます 史 資 料 の種 類 は多 様 化 し、歴 史 学 の問 いや 研 究 方 法 も変 化 して お り、 ど

こに基 準 を置 くか に よっ て 、史 資 料 の性 格 分 類 は 変 化 す る12。 す な わ ち、 史 資

料 の どの面 に ウエ イ トを置 くか に よっ て 、 問題 設 定 や 研 究 方 法 に よ っ て 、項 目

や 基 準 は そ の都 度 変 化 す る た め 、境 界 は 曖 昧 とな り、 どの よ うな分 類 も不完 全

で あ る。 これ は今 井 氏 の言 うよ うに 、 史 料 と して 使 用 され る も の の史 料 的性 質

は必 ず しも単 一 で は な く、 あ る とき は 陳述 的 に、 あ る とき は 遺 物 的 に用 い られ

る ので あ る か ら、 書 簡 ・公 文 書 ・碑 銘 な ど外 形 的 性 質 に よっ て 区別 され て い る

事 物 に、 史 料 と して 使 用 され る要 素 の方 法 を 当て は め る こ とに 無 理 が あ るの だ

が 、 遺 物 と陳 述 とい う分 類 は史 料 の実 物 を分 け る原 理 で は な く、 適 切 には 史 料

の もつ性 質 、 それ に 基 づ くそ の取 り扱いの 態 度 だ か らで あ る(傍 点 筆 者)13。

墓誌 は 、 第 一 に 地 下 か ら出 土 す る遺 物(考 古 資 料)で あ る。 第 二 に 、 出 土 文

献 史料 で あ る。 ま ず は 、 こ の二 重性 を 十 分 に意 識 して お く必 要 が あ る。 そ して

この二 重 性 は 、 墓 誌 の 史 料 的 性 格 を考 え る上 で 重 要 な 点 で あ る と考 え る。 なぜ

な ら、「文 献 史 料 」 と 「考 古 資 料 」 で は 、そ の性 格 が根 本 的 に異 な る た め 、対 象

とす る史 資 料 に 対 して行 うア プ ロー チ が違 う。 そ もそ も文 献 史 学 と考 古 学 研 究

は 、各 々独 立 した 学 問 で あ り、 学 問 と して の発 生 も成 立 過 程 も異 な る。 こ の点

につ い て 、朱 淵 清 氏 に よ る指 摘 は 的確 で あ る。 す な わ ち、実 物 資 料(考 古 資 料)

を用 い て伝 来 文 献 を検 証 す る こ と は、 そ れ ぞれ が 異 な った 性 格 を有 して い るた

め、極 めて 複 雑 か つ 困 難 な 作業 で あ る。 出土 した 実 物 資 料 は そ れ だ けで は 何 も

語 らな い た め、 まず 実 物 資料 自体 を解 釈 す る必 要 が あ る の だ が 、 そ う した解 釈

の 出発 点並 び に拠 り所 は屡 々伝 来 文 献 で あ る か ら、 循 環 論 に陥 る。 それ 故 に 、

この方 法 論(こ こ で は 王 国 維 の二 重証 拠 法 を指 す)は 歴 史 研 究 の方 法 に極 め て

前途 有 望 で あ りな が ら、非 常 に荒 削 りな構 想 で あ り、史 料 に 即 して よ り精 緻 に 、

よ り限 定 した形 で 適 用 す る こ とに よ り、 最 終 的 に 他 の方 法 論 と 同等 に 、誰 も が

扱 うこ との で き る歴 史 研 究 の 具 体 的 な方 法 とされ な け れ ば な らな い14。 す な わ

ち墓 誌 とい う史料(資 料)を 考 え る とき 、 こ の よ うな 考 古 学 と歴 史 学(文 献 史

学)と の 協 同 と融 合 とい う難 題15は 、絶 えず 意識 せ ね ば な らな い ので あ る。

12福井 氏前 掲書 。
13今 井 氏前 掲 書 、28頁 。
14朱淵清(高 木 智 見訳)『 中国 出土文 献 の世 界　― 新発 見 と学術 の歴 史― 』創 文 社 、2006

年 。
15か つ て上 原 専祿 氏 は、歴 史学 と考 古 学 の結 合 は、そ の可能 性 が 存在 す る に もかかわ らず 、

それ ぞれ の学 問 の成 立過 程 の 隔た りや 、歴 史学 研 究 の 「文 字 的資 料 的 中心主 義 」が 打破 さ

れ 、考 古 学研 究側 の 「歴 史 学化 」が進 行 しな い 限 り、楽観 で き ない 、 と主 張 した(「 歴 史 学

と考古 学」『歴 史学研 究』 大明 堂 、1958年 、初 出1956年)。 だ が 、従 来 の伝 統 的な文 献歴

史 学 では史資 料 として 認 定 されず 、い わば歴 史 学研 究 の 「補 助 学科 」 と してみ られ てい た

民俗 学 ・考古 学 ・美 術 学 ・建 築学 な どの史資 料 につ い て、歴 史研 究 の直接 対象 とし、 人 間

の生 活 を総体 と して捉 え る必 要 の ある こ とは、日 本 にお け る 「戦 後 歴 史 学」 の 限界 が認 知

され て以 降 、す で に研 究者 の共通 認識 とな りつつ ある。 最近 で は、 文 献史 学 と考古 学 ・民

俗 学 の整 合 を特化 的 に 意 図 した共 同研 究 が行 われ て い る。近年 の 日本 史研 究 で は、人 文系 、

自然 科学 系 を超 え た3分 野 以上 の学 融合 を 目指 す総 合史 料 学の創 成 も試 み られ てい る(網

野善彦 「序 章　 史料 学発 展 の た めに」(『日 本 中世 史料 学 の課題　― 系 図 ・偽文 書 ・文 書』
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さ らに、 第 二 の 出 土 文 献 史 料 とい う点 に お い て も、 そ の な か で 厳 密 に細 か く

分 類 され る。爾 来 出 土 文 献 史 料 は 「金 石 史 料 」 と呼 ばれ るが 、「金 石 史 料 」を扱

う金 石 学 の史 料 の 種 類 は 、 甲骨 、竹 簡 、 陶文 、 璽 印 な ど多 くな る傾 向 に あ る。

だ が 一般 の 書 物 との 違 い は 、 文 字 が書 かれ て い る物 体(媒 体)が 史 料 の性 格 を

大 き く左 右 し、 そ れ を離 れ て は 史 料 が 成 り立 た な い よ うな史 料 が 、 広 義 の金 石

史 料 で あ る16。 こ の よ うに素 材 に よ る物 理 的 分 類 も重 要 で あ る が 、 そ の機 能 性

に 注 目す る な ら、例 え ば 朱 淵 清 氏 は 、 出 土刻 字 資 料 を 、1.所 有 者 ・名 称 ・単位

な どを表 す た め の実 用 的 な標 識 や 記 号 の類 、2.原 始 的 文 書 ・档案 の類(朝 廷 ・

地 方 の文 書 、 帳 簿 ・日常 の 書 信 、暦 譜 、喪 葬 に 関 す る祈 祷 の記 録 、 遺 言 書 、遣

策 を含 む)、3.思 想 を記 憶 し知 識 を伝 え、 文 化 を蓄 積 す る も の(書 籍 類)、 の3

つ に分 類 して い る17。 ま た 、上 記 の 朱 氏 の 分 類 で は2に あた る木 簡(竹 簡)に

対 象 を絞 っ た場 合 、 大 庭 脩 氏 は 、 発 掘 され る場 所 か らみ て 、1.フ ィー ル ドの木

簡 、2.墓 葬 の 木 簡 、 に分 類 す る18。 この よ うに 出 土刻 字 資 料 は 、 種 々 の機 能 面

に 分類 で き、そ して必 ず し も墓 内 に埋 葬 す る こ とを前 提 とは しな い が 、墓誌 は 、

墓 の 内部 に埋 葬 され る こ とを成 立 条 件 とす る。 さ らに 、木 簡 ・文 書 類 は 、 そ の

残 存 の あ り方 に つ い て 、1.廃 棄 され よ うと した もの 、2.廃 棄 され な が ら再 利 用

の た め に伝 来 した も の 、3.通 常 の経 緯 で選 択 ・保 存 され て伝 わ っ た もの 、 とに

分 類 で き る19。 こ の 「廃 棄 」 とい う視 点 は 、 吐 魯 番 文 書 群 で は特 に注 意 す べ き

区別 で あ り、 そ れ に よっ て 史 料 の性 格 が 大 き く変 わ る20。

翻 って 墓誌 を考 え て み れ ば 、墓 誌 は、 あ る人 物 の死 を 契機 と して作 られ るの

で あ り、墓誌 文 の元 とな る文 書(行 状 な ど)、 あ るい は 後 代 の 書 籍 に銘 文 が採 録

され る場合 は 別 と して 、 誌 石 の廃 棄 や再 利 用 は、 合 葬 や 改葬 な どで起 こ り うる

か 、古 代 墓 誌 を 再利 用 す るか 、 とい う場 合 を 除 き 、 原 則 的 に誌 石 は墓 に埋 納 さ

れ て完 結 す る。 す な わ ち 墓 誌(誌 石)は 、墓 内 に永 久 に保 管 され 続 け 、基 本 的

弘文 堂 、1996年 、国 立歴 史 民俗 博 物館 編 『新 しい史料 学 を求 めて 』吉川 弘 文館 、1997年 、

前川 要編 『中世総 合 資料 学 の提 唱 中世 考古 学の 現状 と課 題』新 人物 往来 社 、2003年 、同

『中世総 合資料 学 の可能 性　 新 しい学 問体 系 の構 築 に向 け て』新 人物 往 来社 、2004年)。

この よ うに、 異 な る特 質 を持 つ史 料 ・資料 を基 礎 と し、異 な る方 法 を持つ 諸学 の協 力 が決

して容 易 では な い こ とが 、 日本 に お いて史 料学 ・資料 学 の確 立 と発展 が 強 く要 請 された 背

景 に あ る。 そ の ほか 、台 湾 で の考 古学 ・文 献学 整合 の試 み と して 、臧 新 華編 輯 『中央研 究

院 歴史 語言研 究 所會 議 論 文集 之 四　 中國考 古學 與歴 史學 之整 合 研 究　 上 下』(中央 研 究院歴

史 語言研 究所 、1997年)が あ る。
16湯 浅達 郎 「2　金 石 学 ・考 古学 」(井 上 進 ・浅原 達郎 ・大沢 顕 浩 「史 資料 を読む た めに」

礪 波護 ・岸 本美 緒 ・杉 山正 明編 『中国歴 史研 究入 門』名 古屋 大 学 出版 会 、2006年)は 、金

石 学史料 を扱 う上 での ご く基 本的 な姿勢 と して 、「上 策 ・中策 ・下策 」の 三策 を挙 げてお り、

参照 され た い。 ほか に 、中国史 研 究 の対象 史料 が所 謂 「書 籍(史 籍)」 中心 で あ る ことの特

異性 につ いて は 、井 上進 「目録 学― 読 書 の 門径 」(同 書)に 詳 しい。
17朱 淵 清氏 前掲 書。

18大 庭脩 編 『木 簡　 古 代 か らの メ ッセー ジ』 大修 館 書店 、1998年 。
19泉 雅博 「能登 と北前 舟 交易― 「上 時国 家文 書」の整 理 作業 の 中 か ら」(『歴 史 と民俗 』10 、

平 凡社 、1993年)。
20吐魯 番 文書 内 の保存 と廃棄 の 区別 と史資 料 的考察 は、 拙 稿 「吐魯番 北 涼 文書 の作成 、保

存 、再利 用 、廃 棄 、埋納 過程 に関す る一考 察 」(大 阪市 立大 学都 市文 化研 究 セ ン ター 『都 市

文化研 究 』11号 、2009年3月)。
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に後 代 の人 為 的 な 発 掘 ・発 見 に よっ て 現 代 に伝 わ る。 ゆ え に、 この よ うな墓 内

に あ る墓 誌 と地 上 に あ る墓 碑 とは 、 区別 しな けれ ば な らな い 。 こ の よ うに 、誌

石 自体 は墓葬 内 で完 結 す る とい う明解 な 固定 的位 置 づ け を持 つ の で あ る が、 で

は そ の機 能 面 は とい え ば 、 単 純 に分 類 し得 えず 、 文 書 類 の よ うに分 類 で き る段

階 に は な い 。 確 か に 死 者 を悼 む 目的 が あ る の だ が 、 墓 誌 の役 割 が そ れ だ け に留

ま る の か は 、 慎 重 に判 断 す べ きで あ る。 墓 誌 が こ の よ うな機 能 面 で の分 類 が 俄

に で き な い こ と は、つ ま り 「墓 誌 が 造 られ た 目的 は何 か 」「墓 誌 と は何 で あ るか 」

とい う根 本 的 な 問 い で あ り、 そ の 問 い こそ が 、 い わ ば 墓誌 研 究 の 主軸 に あ る と

思 われ る。

2.墓 誌 の 史 料 的 限 界

以 上 に述 べ た墓 誌 の 二 重 性 は 、墓 誌 の歴 史史 料 と して の 限界 性 も示 して い る。

考 古 資 料 的 限 界 と して は 、 次 の数 点 が あ げ られ る。 ま ず 、考 古 資 料 はそ の ま

ま で は何 も語 らず 、寡 黙 で あ る 。ま た 、墓 葬 の新 発 見 と発 掘 調 査 の ほ とん どは 、

行 政 に よ る土 地 開 発 と密 接 に 関 わ る とい う物 理 的 な 選 択 を うけ る。この こ とは 、

墓 誌 発 見 地 点 が 偏 在 す る こ と、 現 存 墓誌(分 子)に 対 して そ の全 体 数(分 母)

が無 限 に不 明 で あ り続 け る こ とだ け で な く、原 石 の保 存 ・管 理 体 制 や 膨 大 な発

掘 報 告 書 作 成 の 問題21を も併 発 す る。 原 石 は大 陸各 地 に分 散 して所 蔵 され て お

り22、 原 石 か ら情 報 を得 て 総 体 を把 握 す る こ とを物 理 的 に 困難 に して い る。 拓

本 は 、刻 字 と画 像 部 分 で あ り、無 地 の側 面 ・背 面 は ほ とん ど見 る こ とはで きず 、

墓 誌 を立 体 的 に把 握 す る こ とは難 しい 。 さ らに 、近 年 出 土 の墓 誌 以 外 は、 ほ と

ん どが伝 世 品 、 出土 地 不 明 、 出 土 地 点 は 文 献 で 確 認 で き るが 詳 細 不 明 で あ り、

均 質 な情 報 と、 資 料 と して の確 実 な信 頼 性 を得 る こ とが 困難 で あ る。

文 献 史 料 の 限界 は 、正 史 も墓 誌 も、 そ の 時代 全 体 か らみれ ば、 それ ぞれ が 断

片 的 な情 報 で あ り、 そ して 多 くの墓 誌 は基 本 的 に は 「墓 誌 銘 」 で あ る こ とに あ

る。 す な わ ち それ は 、死 者 に 対 して 大 な り小 な り何 らか の作 為 性 が 介 在 す る恐

れ が 多 分 に あ る。 ほ とん どの誌 主 は文 献 史 料 上 に 無名 で あ る か ら、 そ れ を確 認

す る術 を持 た ない 。 そ こ で墓 誌 と正 史 の 記 事 の差 異 が 問題 とな っ て くる。 さ ら

に 、 同 時 代 史 料 で あ る墓 誌 と後 の 時 代 の 正 史 、 誌 主 の た め の作 為 性 の あ る墓 誌

と国 史 目的 の 作 為 性 を持 つ 公 的 な正 史 、 とい う対 比 が 、 この 限 界 性 を よ り複 雑

に して い る。

こ の よ うに 、墓 誌 が考 古 資 料 ・文 献 史 料 とい う二 重 性 を持 ち 、 文 字 史 料(陳

21膨 大 な発 掘 史料 の 山、情 報 の洪 水 の た だ中 にあ る考古 学研 究者 は、多 方 面へ の 要求 に応

え るた めに 、一 定 の均 質 的な情 報 を発 掘 報告 書 に織 り込 む努 力 を行 うが、 それ は定 型化 と

形 骸化 を招 き、取 捨選 択 され て 記載 され た情報 以外 、圧 倒 的 な数 の資料 と雑 多 な情 報 が 、

発 掘 当事者 以 外 には永 遠 に葬 られ る結 果 とな って い る こ とが 指摘 され てい る(小 野正 敏 「中

世 の考 古 資料 」『岩 波 講座 日本通 史 別 巻3史 料論 』岩 波 書 店 、1995年)。
22梶 山智史 編 『明治 大 学東 洋 史 資料 叢 刊11北 朝階 代墓 誌 所在 目録 』、 汲古 書院 、2013

年。

―131―



述)と 考 古 資 料(遺 物)そ れ ぞ れ の 限 界 が あ る こ とは 、 十 分 に認識 して お か ね

ば な らな い。しか し これ らの 限界 性 は 、研 究 に とっ て 大 き な壁 で あ るに して も、

そ こ か ら可能 性 を 生 み 出 す 場 合 もあ る。 考 古 資料 の 揚合 、 そ れ らは 実 像 の 資 料

で あ り、何 らか の 二 次 的 フ ィル ター を通 さず 一 次 的 な存 在(同 時代 史 料)で あ

る とい うこ と、 量 的 に 将 来 も増 え続 け い ろい ろ な分 野 の資 料 の 蓄 積 が 可能 で あ

り、 研 究 者 が調 査 技 術 と分析 技 術(方 法 論 や 能 力)さ え用 意 で きれ ば 、 そ こか

ら無 限 の情 報 を汲 み 出 せ る23。 例 え ば 、 誌 石 の成 分 分 析 に よ る分 布 状 況 か ら生

産地 と実 際 の 埋 葬 地 点 の移 動 が 追 え るな らば 、 古 代 中国 社 会 に お い て 重 要 視 さ

れ る 「帰葬 」 の実 態 が み えて くる か も知 れ ない 。

こ の よ うに 、 史 資 料 の 歴 史 学 的 有用 性 や 特 質 を捉 えて 、歴 史 史 料 と して 再 生

させ る た め に は 、 そ の 史 資 料 と して の 限 界 を 明確 に して お く こ とが まず 不 可 欠

で あ り、そ こ か らそ の 史 資 料 的 性 格 を認 識 して い くこ とが必 要 で あ る と考 え る。

で は、 文 献 史 料 の 限 界 性 は ど うで あ ろ うか 。 特 に正 史 と墓 誌 の 差 異 と作 為 性

に つ い て 、 そ こか ら何 らか の 可 能 性 を 生 み 出 す こ とは 可 能 だ ろ うか。 差 異 につ

い て は 、 は じ め に述 べ た よ うに 、 墓誌 を正 史 記 事 の補 訂 ・正 誤 判 断 の材 料 と し

て扱 うか 、 あ るい は ど ち らか の記 事 が真 偽 で あ る とい う解 釈 を選 択 し、 と りた

て て意識 され て こ な か っ た 。 こ の差 異 と作 為 性 とい う点 に つ い て 、 か つ て筆 者

は考 察 した こ とが あ る24。 以 下 、 墓 誌 の 史 料 批 判 を考 え て い く た め の 具 体 的 な

例 と して 、 墓 誌 の製 作 時 期 と、 政 治 的 背 景 を 基 点 と して 、 数 例 の 北 魏 墓 誌 を取

り上 げ て簡 単 に述 べ て お きた い 。

二　 墓 誌 の 製作 時期

1.追 贈 と 改葬

官 僚 が 死 亡 した場 合 、 朝 廷 か ら贈 官 が な され るが 、 そ れ は次 の 二 つ に分 け ら

れ る。一 つ は、官 僚 が 死 亡 した場 合 に議 を経 て与 え られ る通 常 の贈 官(A)と 、

様 々 な理 由 か らそ の と きは 身 分 に応 じた 贈 官 を受 け られ な か っ た り、贈 官 そ の

も のが な か っ た が 、 の ち に 事 情 が変 化 して 改 めて 与 え られ た り、 あ るい は 一度

贈 官 を うけ た上 に さ らに高 い位 の 贈 官 を受 け る よ うな 場合(B)で あ る。『魏 書 』

で は 、(A)の 場 合 、「贈 」 「追 贈 」 とい う語 句 を使 用 し、(B)の 場 合 は 「追 贈 」

「追 崇 」 「後 贈 」 「重 贈 」 「進 贈 」 とい う語 句 が 見 られ る。 こ の うち 「重 」 「復 」

「進 」 とい う場 合 は 、 以 前 に一 度 受 け た贈 官 に新 た に贈 官(通 常 は よ り高 い ラ

23小 野正敏 「館 ・屋敷 の空 間構 造 を め ぐって― 寡 黙 な考 古資料 と語 り合 う試み― 」(『帝

京大 学 山梨文 化財 研 究 所 シ ンポ ジ ウム報 告集 中世資料 論 の現 在 と課 題　― 考 古学 と中世

史研 究4― 』名 著 出版 、1995年 。拙稿 「北朝隋 唐 墓 の人 頭 ・獣 面 獣 身像 の考 察　― 歴 史的 ・

地域 的分 析― 」(『大 阪 市 立大 学東 洋 史論 叢』13、2003年)。
24拙 稿 「北 魏 墓誌 の 「史 料 」 的性格 につ いて　― 追 贈 と改葬 を手 がか りに」(明 治 大 学東

アジ ア石刻 文 物研 究所 編 『中国仏 教 社 会 の基層 構 造 の研 究 』汲 古書 院 、近 刊 予定)、 「「出土

刻 字資 料 研究 にお け る新 しい 可能 性 に向 けて　― 北魏 墓 誌 を 中心 に― 」(『 中国 史学 』13、

2010年)。
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ン ク)を 追 加 す る。(B)の 場 合 は 、封 爵 や 賜謚 につ いて も 「追 封 」 「追謚 」 「改

謚」 な どの事 例 が あ る。

本 章 の 考 察 で 中心 とな るの は 、(B)で あ る。 こ こ で は これ を表 現 す る に 、便

宜 上 「追 贈 」 とい う語 句 を用 い 、(A)の 場 合 を 「贈 」 と して お き た い。(A)

の場 合 に も使 用 され て い る2つ の用 語 を 、 こ の よ うに使 用 す る こ とに よ って 、

語 句 上 の混 乱 を 招 く恐 れ が あ る こ とは十 分 承 知 して い る が 、 現 在 の と こ ろ他 に

分 別 す る 的確 な用 語 が 得 られ ない た め、 以 上 の 用 語 を以 て一 時 的 な 区別 と した

い。

そ も そ も 「贈 」 や謚 に は 一 定 の基 準 が あ り25、 贈 られ る州 の 上 下 ラ ン ク を め

ぐっ て 官 僚 等 が 策 略 を練 っ た記 事 も あ り26、 そ れ らの決 定 に あ た って は政 治 的

な背 景 や 権 力 グル ー プ の 存 在 が 反 映 され る。「追 贈 」の場 合 は、い っ た ん 下 され

た社 会 的評 価 を改 変 す る の で あ るか ら、 尚更 で あ る。 この よ うな追 贈 が行 わ れ

る背 景 を具 体 的 にみ れ ば 、様 々 な契 機 や 理 由が あ り、 それ らは お お ま か に 次 の

2つ に分 け られ る。

一 つ は
、朝 廷 に 君 臨 す る政 権 グル ー プ が交 替 した 時 と、政 権 を牛 耳 る 立場 で

あ っ た 特 定 の外 戚 や 恩倖 等 が 失 脚 した り諒 殺 され た り した時 に 多 く見 られ る。

具 体 的 な例 で あれ ば 、 孝 文 帝 崩 御 後 の 宣 武 帝 ・霊 太 后期(景 明 ・延 昌 ・孝 昌年

間)で あ り、河 陰 の 変 後 の爾 朱 氏 専横 時(太 昌 年 間)、 そ の爾 朱 氏 を撲 滅 した 時

期(永 安 年 間)で あ る。 こ の よ うな 時期 に行 われ る追 贈 の 目的 は、 主 と して 死

亡者 本 人 の名 誉 回 復 で あ り、 ひ い て は政 権 交 代 に よ っ て 引 き 起 こ され た不 安 定

な政 治 的情 況 を 収 拾 し、人 心 を慰 撫 せ ん とす るが た め の、朝 廷 の 思 惑 で あ る27。

ま た 、 死 亡 した 官 僚 の 縁 故 者 らの 訴 え に よ る もの も あ る。 或 い は ま た 、 あ る人

物 が 皇 帝 の庇 護 を受 け て政 治 的 権 力 を握 っ た り、 一族 の 女 性 が 皇 后 とな っ た り

寵 愛 を賜 った り した 場合 、当 事 者 の父 母 諸 兄 な ど一 族 の者 が 引 き 立 て られ るが 、

彼 らが そ の 時 既 に死 亡 して い る 場合 は 、 遡 って 追 贈 され る。 これ は皇 帝 自 らが

判 断す る こ と も あ り、周 囲 の 官 僚 が 進 言 した り、 本 人 自身 か ら皇 帝 に請 求 し許

可 を受 け た りす る場 合 もあ る。 こ の追 贈 に は 、本 籍 地 へ の改 葬 を伴 うも の が多

く、 そ の ほ とん どが 恩 倖 や 外 戚 で あ り、 そ して 『魏 書 』 を記 した魏收 に よ っ て

そ の 出 自が仮 託 で あ る こ とを 明 らか に され た り、 疑 問視 され た り して い る よ う

な類 の 氏 族 で あ る。 二 っ め は、 臨終 を迎 え た 官 僚 が 、 違 令 に よっ て 「贈 」 「諡」

請 求 を 拒 絶 し、 子 孫 等 は 遺 言 を遵 守 した が 、後 に 追贈 され る例 で あ る。

追 贈 され た こ とに よっ て 、当事 者(死 亡者 や縁 故 者)は 、多 く は改 葬 され る。

25窪 添 慶文 「北 朝 にお ける贈 官 を め ぐって」(『魏 晋 南北 朝官 僚 制研 究 』汲 古 書院 、2003

年所 収)。
26初 、世 宗欲 贈冀 州 、 黄 門甄 深 以[刑]巒 前 會劾 己、乃 云　瀛 州巒 之 本邦 、人情 所欲 、 乃従

之、及甄 為 詔、 乃 云優 贈 車騎 将 軍 ・瀛州 刺 史 、議 者笑甄 浅 薄 、諡曰 文 定(巻65刑巒 伝)。
27二 十 日、洛 中草 草、猶 自不安 、死 生相 怨 、人懐 異 慮 、貴 室 豪家 、并 宅競竄 、貧 夫賎 士 、

搬 負争 逃 、濫 死者 普加 褒 贈 、三 品 以上贈 三公 、五 品以 上贈 令 僕 、七 品以 上贈 州 牧 、 白民贈

郡 鎮 、於 是稍 安(『 洛 陽伽 藍 記』 巻1城 内永寧 寺)。
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誅殺 や 遭 害 、 あ る い は 爵 位 を追 奪 され た者 に対 す る追 贈 の 場 合 、本 来 の あ るべ

き身 分 や 追 贈 され た身 分 相応 の禮 に よっ て埋 葬 がや り直 され る。元愉 ・元懌(『 魏

書 』 巻22、 以 下 『魏 書 』 は巻 数 のみ 記 す)、裴 植(巻71)、 杜 道儁(巻83上)

や 、河 陰 の変 で の犠 牲 者28、 弘農 楊 氏一 族(巻58)を 初 め とす る爾朱 氏誅 殺 後

の 追 贈者 、李 延寔(巻83下)、 元 天 穆(巻14)な ど、多 数 の 追 贈 と改 葬 が 確 認

で き る。さ ら に追 贈 と改 葬 が 本 籍 地 を対 象 と して な され た具 体 例 を列 挙 す る と、

外 戚 で は 、 高 宗 の乳 母 常 氏 一 族 の 常 亥 ・常澄(巻83上)、 高 肇 の父 高麗 と兄 高

現(巻83下)、 恩 倖 で は趙 脩 の父 趙 恵 安 ・趙ヨウの祖 父 趙 嶽(巻93)、閹 官 の孫

小 の 父孫サン(巻94)が あ る。この ほか に、追 贈 後 の 二 度 の改 葬 例(恩 倖 の王 叡 ・

巻93)が あ り、ま た 改葬 は 不 明 だ が 、立 碑 した例 が あ る(寇 謙 之 の 父 脩 之 ・巻

42)。

以 上 の よ うに 、 追 贈 時 に は改 葬 を多 く伴 う。 た だ し、 追 贈 の 理 由や そ の 時期

だ けで な く、 それ ぞ れ の墓 主 と朝 廷 との諸 事 情 も関係 す る か ら、 追贈 され れ ば

必 ず 改 葬 が あ る とい うわ け で は ない 。 だ が、 改葬 の 一 つ の契 機 に 追贈 が あ る こ

とは確 か で あ る。 そ して 、 この 追贈 に よ る改 葬 時 に は 、 新 しい 墓誌 が 作 製 され

た 可 能 性 が あ る。 す な わ ち これ は 、 これ ま で に蒐 集 ・公 表 され た墓 誌 群 の な か

に 、追 贈 ・改 葬 時 に 作 られ た墓 誌 が あ る とい うこ と、つ ま り本 稿 で言 うと ころ

の 「贈 」を受 けた 死 亡者 の墓 誌 と、「追 贈 」者 の墓 誌 が混 在 して い る こ とで あ る。

追 贈 の墓 誌 が 存 在 して い る こ と 自体 は、 既 に周 知 の こ とで あ る が、 果 た して通

常 の 「贈 」 で あ る墓 誌 と 「追 贈 」 の墓 誌 の 区別 は 、 格 別 意 識 され て き た だ ろ う

か。先 に述 べ た よ うに 、「追 贈 」は 「贈 」よ りも時 間 的 に遅 く行 わ れ るの で あ り、

また 追 贈 され る事 情 とい うの は 、そ の時 の政 治 状 況 と密 接 に 関 わ る。とす る と、

「贈 」 と 「追 贈 」 とい う2つ の 性 格 を もつ それ ぞれ の墓 誌 を 、 単 純 に墓 誌 史 料

と して 同 一 に扱 えず 、 慎 重 に判 断 して い か な くて は な らな い。

この よ うな 問 題 を よ り深 く 自覚す るた め に、 次 に具 体 例 を挙 げ て 、墓 誌 の製

作 時 期 に つ い て検 証 した い 。

2.諸 例

(1)元 簡 墓 誌29

元 簡 墓 誌 は 、贈 官 の記 載 が 無 く、 さ らに後 半部 分 が 欠 け て い る た め 正確 な情

報 が掴 めな い が、 洛 陽遷 都 直 後 の墓 誌 と して重 要 で あ る。

【誌 蓋】闕

【銘文 】太保 齊郡 王姓元,諱 簡,字 叔 亮,司 州 河南郡洛 陽縣都郷洛 陽里人,

高 宗 之 叔 子,皇 帝 之 第 五叔 也,惟 王 稟旻融 度,資 造 流 仁,澄 神 守 質,志 性

28窪 添 慶 文 「河 陰の 変 小考 」(窪 添 氏前 掲 書所 収) 。
29校 注366「 元 簡 墓誌 」:1926年　 洛 陽城 西 北高溝 村□ 水 西 出土　 石73×33(残 欠)㎝
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寛雅,冥 慶 舛 和,端 宿 墜冏,以 太 和 廿 三 年 歳 在 己卯 正 月 戊 寅 朔 廿 六 日癸卯,

春 秋□,寢 疾,薨于 第,謚曰 順 王,其 年 三 月 甲午 即葬于 河 南 洛 陽 之 北 芒,

迺鏤□石 銘,式 述 徽蹤(下 残 欠)

墓 誌 の埋 葬 年 に は 「其 年 」 とあ る こ とか ら、趙 萬 里 氏 は死 亡 年 と同 じ太 和23

(499)年 の3月18日 と比 定 した30。 だ が 、 巻20文 成 五 王斉 郡 王 簡 伝 に は、

次 の よ うな 記 事 が あ る。

二 十 三 年薨 …諡曰 霊 王 、 世 宗 時 、 改諡曰 順

こ の記 事 に よれ ば 、 元 簡 は世 宗 時 に 「順 」 と諡 を 改 め られ て お り、墓 誌 に み え

る 「順 王 」 は つ ま り世 宗 時 の 記 事 とな り、 こ の墓 誌 が 太 和23年 の もの で は な

い 可 能 性 が あ る。 趙 萬 里 氏 は この 点 につ い て 、 墓 誌 に は 死 亡 時 と埋 葬 年 が僅 差

に して 、諡 が順 王 とあ る か ら、『魏 書 』 に見 え る 「霊 」 の諡 は な か っ た こ とが 明

らか で あ り、 そ もそ も 「霊 」 とい う不 名 誉 な諡 が 元 簡 に贈 られ る理 由 も見 あ た

らな い 、 とす る。

こ こで も う一 度 、 「其 年 」 とい う語 句 と、『魏 書 』 にあ る改諡 と墓 誌 の諡 に つ

い て 、先 に記 し た 「追 贈 」 とい う視 点 か らみ て み た い。 ま ず 墓 誌 記 載 の 年 月 日

をみ てみ る と、 陳 垣 『二十 史 朔 閏 表 』(中 華 書 局 、1962年)に よれ ば 、確 か に

太 和23年 の3月 で あれ ば 、 甲午 は18日 とな る。 しか し、3月 甲午 は太 和23

年3月 以外 に も、 世宗 期 に は数 年 確 認 で き(景 明3年3月6日 、正 始2年3月

29日 、 正 始5年3月11日 、 永 平2年3月17日 、 永 平3年3月22日)、日 付

だ け か ら考 え る と、 こ の墓 誌 が世 宗 時 の も の で あ る可 能 性 が 全 くな い わ けで は

な い。 そ して い ま 、伝 をみ てみ る と、

斉 郡 王 簡 、 字 叔 亮 、 太 和 五 年 封 …妻 常 氏 、 燕 郡 公 常喜 女 也 、文 明太 妃 以 賜

簡 、(中 略)子 祐 、襲 、字 伯 授 、母 常 氏 、 高祖 以 納 不 以 禮 、不 許 其 為 妃 、世

宗 以 母 従 子 貴 、 詔 特 拝 為 斉 国 太 妃

と あ る。 常 氏 の父 は燕 郡 公 常 喜 で 、 前 述 した 常 英 の 弟 で あ る が 、 文 明 太 妃 が 元

簡 に 賜 った 時 に 「以 納 不 以 禮 」 で あっ た が、 子 の 元祐 が 顕 貴 とな っ た こ とに よ

っ て31、 常 氏 が 斉 国太 妃 とな っ た こ とが わ か る。 これ ま で 述 べ た 追 贈 の過 程 を

考 え る とき 、一 族 の誰 か が 顕 貴 とな っ た 時 に、 そ の周 辺 の親 族 が と もに 再評 価

され る こ とは 常 で あ っ た か ら、 こ の とき 、 つ ま り世 宗 時 に 元 簡 の改諡 が行 われ

た 可 能 性 は十 分 あ る。 「太 妃 斉 郡 順 王 常 妃 誌 銘 」 と記 され た墓 誌 蓋 が洛 陽 か ら、

しか も元 簡 と同 時 に 出 土 して お り32、 常 氏 は そ の こ妃 と して 元 簡 と合 葬 され た

の だ ろ う。 つ ま り、 こ の元 簡 墓 誌 は孝 文 帝 期 で は な く、 次 の 宣武 帝 期 に作 製 さ

れ た 可 能性 が 全 くな い わ けで は ない 。

80『 集釈 』巻4北 魏 宗 室 下「 元 簡 墓誌 」。
81元 祐 は元簡 の世 子 と して 爵 を継 いだ の ち、正始2(505)年 に◇(馬+龍)驤 将 軍通 直

散騎 常侍 、永平5(512)年 に特節督涇 州 諸軍 事征 虜 将 軍涇 州刺 史 とな り、神 亀2(519)

年正 月 に洛 陽 で死 亡 し、2月 に「 北 芒」 に埋 葬 され る(「 元 祐墓 誌 」校 注550)。
32集 釈 巻4 、 彙編37頁 。
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要 す る に、 元 簡 墓 誌 の 例 を もっ て言 え る こ と は、 墓 誌 と史 書 にお け る記 述 の

矛 盾 は 、 追 贈(こ の 場 合 は 改諡)と い う視 点 か らみ る と、 墓 誌 自体 の製 作 時 期

が い つ か 、 とい うこ と に深 く関 わ る の で あ る。 ま た これ は 、 墓 誌 に記 載 され て

い る埋 葬 時期 と墓 誌 の 製 作 時 期 が 、 果 た して ほ ぼ 同 時 期 で あ る のか 、 あ るい は

「其 年 」 とい う記 事 が 指 す 年 が 、 先 に記 され て い る死 亡 年 と単 純 に 一 致 す る の

か33、 とい う基 本 的 な 問題 を も提 示 して い る よ うに思 う。

(2)そ の 他 の 墓 誌

元簡 墓 誌 の 例 は 、 墓 誌 の 製 作 時 期 を考 え る に 良 い 例 で あ っ た が 、 そ の ほか の

例 に つ い て は 、 同様 に 追 贈 と改 葬 を手 が か り して 、 い くつ か簡 単 に検 証 して お

き た い34。

元 緒 墓誌35(校 注430)は 、赴 任 地 で 死 亡 した元 緒 が 都 洛 陽 に遷 葬 され る ま

で の経 緯 が 、 時 系 列 に記 され る とい う特徴 的 な 墓 誌 で あ る。 正 始4(507)年2

月8日 に 「中堂 」 で 死 亡 し、 「遷柩 於 東 都 」(4月27日)、 「達 京殯 於 第 之 朝 堂 」

「詔 遂 贈 本 官 」(5月27日)、 「葬 於 洛 陽 城 之 西 北 、□塋 於 高 祖 孝 文 陵 之東 」(10

月30日)と 記 され 、 これ をみ る に 、元 緒 の遷 葬 の 場 合 は 、都 に柩 が 着 き殯 を

行 っ た 時 点 で贈 官 され て い る か ら、 そ れ は遺 体 の運 搬 中 に朝 廷 内 で の 議 を経 て

決 定 され た の だ ろ う。 元 誘(「 元誘 墓 誌 」36校 注683)は 、 正 光 元 年(520)9

月3日 に 「冀州 」 で 死 亡 した の ち、 孝 昌元 年(525)11月20日 に埋 葬 され る

が 、 墓 誌 に は 「詔 追 贈 使 持 節 車 騎 大 将 軍 儀 同 三 司都 督 秦 雍 二 州 諸 軍 事 雍 州 刺 史

都 昌縣 侯 、諡曰 恭 恵 公 、 禮 也 」 と あ り、 この 贈 官 は巻19下 に あ る、 元 誘 へ の

「追 贈 」 「後 贈 」 「追 封 」 のす べ て を網 羅 して い る。 とい うこ とは 、 こ の墓 誌 は

す べ て の追 贈 が 為 され た 後 に造 られ た もの で あ る。 この ほか に 、元 煕 墓誌(校

注682)、 元 纂 墓 誌(校 注686)、 元詳 墓 誌(校 注434)な ど多 数 の墓 誌 が 、追

贈 後 に墓 誌 が作 製 され た こ とが 確 認 で き る。

以 上 の墓 誌 は追 贈 後 に充 分 な 時 間 を とっ て墓 誌 を製 作 し、埋 葬 が 行 われ た例

で あ るが 、そ の よ うな経 過 を 踏 む こ とが で き な か っ た 墓 誌 が数 例 あ る。「元 端 墓

誌 」(校 注638)は 、 「贈 」 と 「追 贈 」 が記 され て い る墓 誌 の一 つ で あ るが 、 墓

誌 文 内 に 「使 持 節 儀 同 三 司 都 督 相 州 諸 軍 事 車 騎 大 将 軍 相 州 刺 史 」 とあ り、墓 誌

末 尾 に埋 葬 年 と同 じ 日付 で あ る 「維 大魏 建 義 元 年 歳 次 戊 申七 月 丙 辰 朔 十 七 日壬

申」 とあ る。 しか しそ の 末 尾 日付 の 直 前 に、 「又 追 贈 司空 公謚曰 文 」 と刻 す 。拓

本 を見 る に、追 贈 と謚 は予 定 外 の追加 的 位 置 に あ る こ とは 明 らか で 、「贈 」の 内

33墓 誌 記載 の 「其 年 」につ いて は 、高橋 継 男 氏に よ って、そ れ が前 記述 の 紀年 を指す のか

どうかが疑 問視 され て い る(高 橋 継 男 ・玉 野卓 也 ・竹 内洋 介 「唐 〈楊 漢公 墓誌 〉考釈(下)」

『東 洋 大学 ア ジア文 化 研 究所 研 究 年報2006年 』41、2007年2月)。
34詳細 につい て は、 前掲 拙稿 「北 魏墓 誌 の 「史料 」 的性格 につ い て　― 追贈 と改 葬 を手 が

か りに 」 を参 照 され た い。
35校 注430元 緒 墓誌:1919年 洛陽 城北 安駕 溝 西南 出土　 石66×68㎝　 蓋 欠

36校 注683元 誘墓 誌:1923年 洛 陽城 北 安駕 溝村 北 出土　 石77 .3×77.3㎝　 蓋欠
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容 を前 提 に製 作 して い た 墓 誌 が完 成 す る直 前 に、 あ るい は 埋 葬 目前 に 追贈 が あ

った こ とが 予 想 で き る。

ま た 、追 贈 が反 映 され て い ない 墓 誌 も あ る。 高猛(「 高 猛 墓 誌 」校 注638、 巻

83下 、『中原 文 物 』1996-1)は 、初 め の 埋葬 時 に 「贈 」 を 受 け、 そ の後 の 「複

贈 」 が 史 書 に確 認 出 来 る が 、 そ れ は墓 誌 に反 映 され て い な い。 つ ま りこ の墓誌

は1回 目の 贈 官 時 に 製 作 され た も ので あ る こ とが わ か る37。

3.小 結

以 上 数 例 を挙 げ て 墓 誌 の 製 作 時 期 につ い て検 証 した が 、 追 贈 とい うこ とを一

つ の 手 が か りにす れ ば 、墓 誌 の正 確 な製 作 時期 を 判 明 で き る可 能 性 が あ る こ と

が わ か る。 追 贈 ・改葬 墓 誌 で あ る な らば 、大 幅 に埋 葬 年 と死 亡 年 の 開 き が大 き

い こ とは 自明 の こ とで あ り、 そ うで な い 墓 誌 につ い て も本 稿 に 挙 げた 墓 誌 数例

か らわ か る よ うに 、 緻 密 な検 証 作 業 が 必 要 で あ る38。 ま た 墓 誌 の 形 態 的 分 類 を

行 う際 に も 、 こ う した 細 か な製 作 時 期 の ズ レが 蓄 積 され て い くの で あっ て 、厳

密 な製 作 時 期 を確 定 して い くこ とは 、必 要 不 可 欠 な作 業 で あ る。 そ して 、墓 誌

と正 史 の記 述 の差 異 は、 こ の よ うな製 作 時 期 の ズ レに起 因 す る可 能性 が あ る。

ま た 、 追 贈 と改 葬 は そ の と きの 政 治 的 背 景 を色 濃 く反 映 した 結 果 で あ り、 す

な わ ちそれ は 墓 誌 制 作 時 点 の評 価 や 、 そ の背 景 の な か で 墓 誌 が 造 られ た とい う

こ とで あっ て 、『魏 書 』 の記 述 と異 な る こ とも予 想 され る。 次 章 に お いて 、 この

点 に つ い て検 証 す る。

三　墓誌製作の政治的背景

1.北 魏 後 期 の 政 治 状 況

前 章 に お い て 、 墓 誌 の 製 作 時期 の 問題 を検 討 した が 、 そ こ で墓 誌 の製 作 時期

に は 、 そ の 時 の 政 治 的 評 価 が 色 濃 く反 映 して い る可 能 性 が あ っ た。 これ を検 証

す る に あ た り、 北 魏 後 期 の 宣 武 帝 ・孝 明帝 期 の墓 誌 を 取 り上 げ た い。

宣 武 帝 期 は魏收 が 「尚 書令 高 肇 以 外 戚 権 寵 、 専決 朝 事 、 又咸 陽 王憘 等 並 有 算

故 、 宗 室 大 臣、 相 見 疏 薄 、 而 王畿 民 庶 、労 弊 益 甚 」(巻72陽 尼 伝)と い うよ う

に 、 北魏 政 権 が 急 速 に 衰 退 して い く諸 原 因 の 端 緒 を発 した 時 期 と して 捉 え られ

る。 ま た孝 明 帝期 も、「自霊 太 后 預 政 、淫 風稍 行 、及 元 叉 檀 権 、公 為 姦穢 、 自此

37こ の ほか に贈 官や諡 の通 達 が 間 に合 わず 、当該 部 分 を空欄 に した ま ま埋 葬 され て い る墓

誌(「 席 盛墓誌 」 校 注617、 「王紹 墓誌 」 校注508な ど)、 正面 に刻 され た合 葬 の期 日よ り

あ とに墓 誌 が完成 した こ とを背 面 の刻字 か ら確認 でき る墓誌(元 淑合 葬 墓誌 、校 注439・ 『文

物 』1989年 第8期)な どが あ る。

38す な わち、東 賢 司 「卒年 ・葬 年 か ら見 る墓誌 制作 の過 程　― 魏 晋 南 北朝 時代 の墓 誌銘 の

文 末記 録 に注 目 して― 」(浦 野 俊則 主編 『望岳 室古 文 字書 法論 集 』2006年)、 同 「北 魏墓 誌

の作製 に 関わ る二 人 の人 物 」(『古 代東 ア ジア の情報 伝 達』 汲 古書 院 、2008年)の よ うに、

死 亡年 と埋 葬年 の 間隔 を計算 して 、墓誌 や墓 をつ くるた め に必 要 で あ った日 数 を換算 す る

とい う単純 作業 は、事 実 に反 して い る。
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素族 名 家 、遂 多 乱 雑 、 法 官 不 加 糾 治 、婚宦 無貶 於 世 、 有 識咸 以 歎 息矣 」(巻56

鄭羲 伝)と 、 そ の社 会 的 風 紀 の 乱れ が も はや 極 限 に 向 か って い る こ とが 指 摘 さ

れ る。 正 史 に依 れ ば 、孝 文 帝 の崩 御 直 後 か らす で に 、朝 廷 内 で は宗 室 ・外 戚 ・

恩倖 らに よる政 治 的 抗 争 が 激 化 して お り、 そ の 結 果 、 政 治 を掌 握 す る グル ー プ

は、宣武 帝 ・孝 明 帝 治 世 の 約30年 間 に極 めて 短 い 間隔 で 幾 度 も交 替 して い る。

この 時 期 に該 当す る北 魏 墓誌 が 多 い こ と、 そ の ほ とん どが 官僚 の も の で あ る こ

とか ら、 こ こで は この 宣 武 帝 ・孝 明 帝 期 の墓 誌 を対 象 と して 、 墓 誌 の製 作 時期

と政 治 的 情 況 を み て い き た い。

ま ず は 、 宣武 帝 ・孝 明 帝 期 の 政 治 的 抗 争 の大 ま か な 政 治 状 況 を み て い くが、

誌 面 の都 合 上 、 こ こ で は 簡 潔 に概 略 を述 べ るに 留 め る39。

宣武 帝 期 の政 治 的 抗 争 グル ー プ は 、 六 輔 を含 む 元 氏 宗 族 、 外 戚于 氏 、 外 戚 高

氏 に大 き く分 け る こ とが で き る。 これ らそ れ ぞ れ の軸 に 、 恩倖 や 室 官 、 さ らに

は名 望 と され る 漢 人 氏 族 も加 わ って 構 成 され る。

六 輔 輔 政 期(太 和23年4.月 ～景 明2年1月)は 、 若 き 皇 太 子 の補 佐 と して

六 輔(広 陽王 元 嘉 、成 陽 王 元憘 、北 海 王元 詳 、任 城 王 元 澄 、漢 人 の 王 粛 ・宋 弁)

と元魏 に後 事 が 託 され るが 、宋 弁 は 孝 文 帝 崩御 前 に死 亡 し(巻63)、 王 粛 は外

地 に 出 され て 南 朝 との 戦 闘 に従 事 し(巻63、 景 明2年 死 亡)、 帰 第 した 元 澄 の

代 わ りに 元協 が 入 っ て 元 氏 宗 室 の 四 王 制 とな る。 孝 文 帝 を長 陵 に埋 葬 した 翌 月

に は 、数 年前 に 逝 去 した 皇 后 高氏(高 肇 の妹)を 文 昭 皇 后 と追 尊 して 終 寧 陵 に

改葬 した こ とで 、 宣武 帝 の 亡 祖 父 母(文 昭 皇 后 の父 母)で あ る高 氏 一 族 も追 贈

され 、帝 は この 時 初 め て 高 肇 ・高 猛(高 肇 の甥)・ 高顯(高 肇 の 弟)と 対 面す る。

3名 は同 時 に封 爵 され 、以 後 高肇 は 宣武 帝 の親 任 を得 た と 『魏 書 』に は あ るが 、

高 肇 が 本 格 的 に 政 権 を左 右 す る勢 力 を持 つ の は も う少 し後 の こ とで 、 こ の とき

は六 輔(の ち元 氏 四王)及 び 宣 武 帝 の外 戚于 氏 、 そ して 趙 脩 ら数 名 の 恩 倖 の專

横 期 で あ った 。

宣 武 帝親 政 期(景 明2年1月 ～延 昌4年1月)は 、 当 初 は于 后 の外 戚 干烈 ・

于忠 で あ った が 、于 后 と幼 子 の急 死 に よ り後 ろ盾 を失 い 、 元 氏 宗 室 は 元憘 の よ

うに反 旗 を翻 す も失 敗 し、 つ い に外 戚 高 肇 に よ る専 横 が絶 頂 を迎 え る。 恩倖 の

活 動 も 単独 で 、 あ る い は そ れ らグル ー プ を渡 り歩 く官 僚 ら と と も に、 あ る 時 は

結 託 し、あ る時 は妬 みや 背 反 な どか ら造 反 を繰 り返 す 。しか し、延 昌4年(515)

正 月 、俄 に宣武 帝 が崩 御 し、唯 一 生 存 してい た 皇 子翊 が 立つ と(孝 明帝)、 高 肇

は于 忠 らの 手 に よっ て 暗 殺 され る。 そ の9月 に は幼 年 の 孝 明帝 の補 佐 と して 、

胡 太 后 が聴 政 を開 始 す る。

こ こで は 次 に取 り上 げ る墓 誌 の 関係 か ら、つ ぎ の孝 明 帝 期(延 昌4年2月 ～

39北 魏 後期 の政 権 闘争 の詳細 につい て は、谷川 道雄 「北魏 官界 にお け る門閥 主義 と賢 才主

義 」(『増 補隋 唐 帝 国形 成 史論 』 筑摩 書房 、1998年 所収)、 窪 添慶 文 「北 魏 後期 の 政争 と意

志決 定 」(窪 添 氏前 掲 書所 収)、 張金龍 『北魏 政治 史研 究』甘粛 教 育 出版 社 、1996年 、前掲

拙稿 「出土刻 字 資料 研 究 にお ける新 しい可 能性 に 向け て　― 北 魏 墓誌 を中心 に― 」 を参 照

され た い。
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孝 昌4年3月)に お け る権 力 闘 争 の過 程 は説 明 を割 愛 す る が 、孝 明 帝期 は 、于

忠 專横 期(延 昌4年1月 ～9月)、 胡 太 后 臨 政 期(延 昌4年9月 ～ 正 光元 年7

月)、 元 叉 ・劉 騰 専 横 ・胡 太 后 幽 閉期(正 光 元 年7月 ～孝 昌元 年4月)、 胡 太 后

再 臨期(孝 昌 年 間 ま で)の4つ に分 別 で き る。

この よ うに 政 治 権 力 を掌 握 す る グル ー プ と反 勢 力 は決 して 固定 した もの で は

な く、 お お ま か に 区別 す る こ とは 可能 で あ っ て も、 そ の 内 部 で 複 雑 に細 分 化 さ

れ た 血縁 的 、あ るい は利 害 関係 が あ り、かつ 事 象 に よ って は 敵対 勢 力 と癒 着 し、

内部 に お い て も造 反 を繰 り返 す こ と に も注 意 しな けれ ば な らな い。 ま た 外 戚 は

皇 妃 ・皇 太 子 の 生 存 と彼 女 らに対 す る皇 帝 か らの寵 愛 の厚 薄 に左 右 され 、 恩倖

はそ の成 り立 ち 自体 が皇 帝 との 直 接 的 関係 に 依 拠 す るた め に 、 政 権 グルー プ の

交 替 に関係 な く と も、 皇 帝 の 態 度 如 何 に よっ て 突 然 にそ の 立場 を失 う場 合 が あ

る。 そ の 一 方 で 、 弾劾 を逃 れ な が ら、 時 の権 力 者 を渡 り歩 い て 生 き残 る高 聰 ・

劉欽(巻68、55)な どの 官 僚 もい る。 こ の よ うに政 治 な 抗 争 を繰 り広 げ る グル

ー プ は
、 そ の 内部 構 造 も複 雑 で あ り、 単 純 に勢 力 関係 を 規 定 す る こ とは で き な

い ので あ る が 、注 意 す べ き は 、 こ の よ うな政 権抗 争 の 結 果 、 北 魏 後 期 で は短 期

間 で 政 権 を掌 握 す る グル ー プ が 交 替 しつ づ け てい る こ とで あ る。

政権 グル ー プ が 交替 した とき 、新 し く権 力 を握 っ た者 に よ っ て 、 そ れ ま で の

権 力 掌 握 グル ー プ は、 直 接 的 に は誅 殺 や 罷免 ・左 遷(外 地 任 務)と い う形 で 排

除 され る。ま た それ は 生 者 だ け で な く死者 も対 象 とな る(劉 騰 ・巻94)。 逆 に 、

反 政 権 グル ー プ掌 握 時 に誅 殺 され た 者 につ い て は 、贈 官 ・諡 な どを改 めて 与 え

て 改 葬 し、 生 存 して い る子 孫 に は 襲 爵 させ 良 き官 位 を与 え る(郭祚・裴 植 ・章

儁、 元寿 興 、奚 康 生 な ど。 順 に巻45、64、15,73)。

ま た 、前 章 で 述べ た よ うに、 あ る人 物 が 顕 貴 とな った 時 に は、 逝 去 した祖 先 に

遡 っ て追 贈 ・追 封 ・賜諡 され る。こ の よ うに政 権 グルー プ の 交代 は、現 在 の各 々

の 立 場 が 逆 転 す る だ けで な く、死 者 に 対 す る評 価 を も覆 す 。

我 々 が 現 在 目にす る北 魏 墓 誌 の 大 半 は、 そ の よ うな政 治 的 抗 争 が頻 発 す る宣

武 帝 期 以 降 の 紀 年 を もつ 墓 誌 で あ る。これ ら誌 主 は 、どの 政 権 グル ー プ に属 し、

い つ どの よ うな最 期 を迎 え 、 い か な る評 価 を 与 え られ た の か。 そ の評 価 に は 、

墓 誌 が製 作 され た 時 点 で 政 権 を掌 握 して い る グル ー プ に よ る意 図 が 反 映 され て

い る可 能性 が あ る。

そ こで次 に 、 墓 誌 製 作 に政 治 的影 響 が 関 わ って い る の か ど うか を 、 い くつ か

の墓 誌 を と りあ げ て 具 体 的 に検 証 して み た い。 た だ し、 誌 面 の 都 合 か ら代 表 的

な 数 例 の墓 誌 を取 りあ げ る。

2.諸 例

(1)元 珍 墓 誌40

40校 注550　 元 珍 墓誌:1920年 洛 陽城 北 北 陳荘村 南 陵 出土　 石71 .5×66.6㎝ 。 蓋欠
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元 珍 は 巻21下 に よれ ば、 高 肇 に 曲事 し宣武 帝 の寵 愛 を得 、 元 魏 の殺 害 を実

行 した人 物 で あ る。 だ が1片 が70セ ン チ を超 え る大 き な墓 誌 に は、 彼 の身 体

的 美 点 か ら 「太 和 中 、 選 入 武 騎 侍 郎 」 か ら始 ま る官歴 と許 多 の戦 功 を記 し、 実

に墓 誌 の大 半 に 渡 り美 徳 を連 ね る。 毛 遠 明 氏 は 『魏 書 』 に記 され た 元 珍 の 姿 と

比 べ 、墓 誌 は ほ とん ど虚 飾 で あ る と指 摘 す る(『 校 注 』)。 しか し、元 珍 の 死 亡 と

埋 葬期 を見 れ ば 、

以延 昌三 年 、 歳 次 甲午 五 月 戊 申朔 、廿 二 日己 巳寝 疾 不 豫 、薨于 篤 恭 里 第 …

追 贈 侍 中 ・使 持 節 ・驃騎 大 將 軍 ・冀州 刺 史 、諡 曰 〈空 格 〉。 公 以 其 年 十 一 月

丙 午 朔 、 四 目己 酉葬于 河 南 東 垣 之長 陵

とあ り、 高肇 が 実 権 を握 る時 期 で あ る こ とが わ か る。 先 にみ た よ うに 、 高肇 の

失脚 と暗 殺 は 、延 昌4(515)年 の宣 武 帝 の死 に よっ て 突 然 も た ら され た の で あ

るか ら、 元 珍 の延 昌3(514)年11月 の埋 葬 は、 高 肇 專 壇 の 絶 頂 期 内 で あ る。

元 珍 は 高 肇 か らす れ ば 、 元協 を除 い た功 労 者 で あ り、 そ の よ うな待 遇 の 中で 、

死 亡 か ら埋 葬 ま で の約5ヶ 月 の 間 に贈 官 が決 定 し、 この 墓 誌 が造 られ た と考 え

て よい。 つ ま りこれ は 、 誌 主 が 所 属す る グル ー プ が 政権 掌 握 時 に製 作 され た 墓

誌 で あ る。 とす れ ば 、『魏 書 』に 記 され る元 珍 とは 異 な っ た そ の時 の 政 権 か ら の

評 価 が、 墓 誌 製 作 の 背 景 に あっ た はず で あ る。

諡が 空 欄 で あ るの は 、埋 葬(填 刻)ま で に そ の 決 定 が 間 に合 わ な か っ た と考

え られ るが 、 遅 延 の 理 由 は 不 明 で あ る。 後 で触 れ る よ うに 、表 向 き に発 表 され

た 元魏 の 死 因 は事 故 で あ っ た が 、 殺 害 の真 相 は ほ とん ど明 確 な事 実 で あ った か

ら、諡 の議 論 が す ぐに解 決 しな か っ た の か も しれ な い が 、 そ れ に つ い て 直接 に

指 し示 す 史料 は な く、 不 明 で あ る。

次 に取 り上 げ る元協 ・元 詳 墓 誌 は 、元 珍 の 場 合 とは反 対 に 、 反 所 属 グル ー プ

の 政 権 掌 握 時 に製 作 され た墓 誌 で あ る。

(2)元協 墓 誌 ・元 詳 墓 誌41

墓 誌 を み るま え に 、誅 殺 され た 場合 、 どの よ うな状 態 で あ る か を み て お き た

い 。『南 斉 書 』 巻57魏 虜 伝 に は 、 「虜 法 、 謀 反 者 不 得 葬 、 棄尸 北 芒 」 とあ る。

こ の よ うな者 に は 、 お そ ら くは 遺 体 の あ る場 所 に何 か し らの 目印 は施 され た で

あ ろ うが 、 墓 誌 は用 意 され な い 可 能 性 が 高 い と思 わ れ る。 宣 武 帝期 に謀 反 を企

て て誅 殺 され た 元憘 は 、

遂 賜 死 私 第 … 同謀誅 斬 者 数 十 人 、潜愧憘 於 北□ 。絶 其 諸 子 族 籍 。憘 之諸 女 、

微 給 資 産 奴 碑 、 自餘 家 財 、 悉 以 分賚 高 肇 ・趙 脩 二 家(巻21上)

とあ る し、 元 愉 は 「□以 小 棺□ 之 、 諸 子 至 洛 、 皆 赦 之(巻22)」 とい う。 ま た

謀 反 に協 力 した官 僚 の 多 くは誅 殺 され 、 そ の家 族 も死 を賜 る か 、 北 辺 に遷 され

41校 注435元協 墓 誌:1919年 洛 陽城 北 張羊 村西 一 里 出土　 石63×60㎝　 蓋 欠

校注434元 詳 墓誌:1920年 洛 陽城 北十八里 後 海 資村 北 平塚 出土　 石69×49　 蓋欠
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て い る42。 そ のご 、 「[元]通(憘 の長 子)弟 翼 … 後 會 赦 、詣闕 上書 、求葬 其 父 、

頗 年 泣 請 、 世 宗 不 許(巻21上)」 とあ り、 ま た 元脩 義 が 孝 明帝 初 に 、 「表 陳庶

人憘 ・庶 人 愉 等 、 請 宥 前愆 、 賜 葬 陵 域 」 と請 うも胡 太 后 に許 可 され ず(巻19

上)、 正 光 中に 初 めて 赦 され て 王 禮 を以 て 改葬 され てい る(「 後靈 太 后 令 愉 之 四

子 皆 附屬 籍 、追 封 愉 臨 挑 王 、子 寳月 襲 。乃 改 葬 父 母 、追服 三 年 」、「詔 日… 頃者 、

成 陽 ・京 兆 王 … 両 門 諸 子 、 並 可聴 附屬 籍 、 後 復憘 王 爵 、葬 以 王 禮 」 巻21上)。

この よ うに、誅 殺 され た 場 合 は 、 朝 廷 か らの許 可 を得 な けれ ば 改葬 はで きず 、

ま た 爵 を 追 復 され 王禮 を以 て葬 る こ とは 、 爵 位 をつ ぐ子 孫 に とっ て 重 要 な こ と

で あ っ た。

さて 、元協 の最 期 は 巻21下 に詳 しい 。宣 武 帝 の 同意 が あ った か は不 明 だ が 、

高 肇 の 企 み に よっ て 事 前 に 計 画 され 、 酒 宴 の あ と に、 元 珍 率 い る武 士 らに強 い

られ て 毒酒 を あ お っ た 。 だ が 、表 向 きの 死 因 は、

向晨 、 以 褥 裏 屍 、 輿從 屏 門 而 出 、載 屍 帰 第 、 云 王 因飲 而薨

と され て お り、 事 故 死 と して 宣 武 帝 はす ぐに哀 悼 の 意 を示 し、

世 宗 為 畢 哀 於 東 堂 、給 東 園 第 一秘 器 、 朝 服 一 襲 、 騨 銭 八 十 萬 、 布 二 千 匹 、

蝋 五 百斤 、 大鴻臚 護 喪 事(同 伝)

追 崇 假 黄□ ・使 持 節 ・都 督 中外 諸 軍事 ・司徒 公 ・侍 中 ・太 師 、 王 如 故 。 給

鑾輅九旒 、 虎賁 班 剣 百 人 、 前 後 部 羽 藻 鼓 吹 、 軽 鯨 車 …諡 日武 宣 王(同 伝)

と した。 だ が 、墓 誌 をみ る と永 平 元 年(508)9月19日 に死 亡 して か ら、11月

6日 に は 「長 陵 北 山 」 に葬 られ てお り、約1ヶ 月 半 の 間 に早 急 に事 が進 め られ

た こ とが わ か る。

北海 王 元 詳 は 、 宣武 帝 と同 じ高 太后 の 子 で あ り、 か っ て は弟 と して 帝 の 寵 愛

を受 け て い た(巻21上)。 だ が 高肇 に よっ て 「云[元]詳[茄]皓 等 謀 為逆 乱 」

(同 巻)と 読 言せ られ 、 宣 武 帝 は茄 皓 ・劉 冑 ・常 季 賢等 に は 死 を賜 う。 しか し

元 詳 に は、

可免 為 庶 人 、 別 営 坊 館 、 如 法禁 衛 、 限 以 終 身(巻21上)

とい う決 定 を下 し、 監 禁 す る館 を洛 陽 縣 の 東 北 隅 に造 り元 詳 を徙 した もの の 、

元 詳 は そ こで 暴 死 した(正 始 元 年)。 高 肇 の 関 与 が有 る と もい わ れ る元 詳 の死 だ

が 、 あ くま で も表 向 き に は 、 そ れ は謙 殺 で は な く事 故 死 で あ り、 す ぐ さま宣 武

帝 は詔 して、「明 便擧 哀 、可敕 備辯 喪 還 南 宅 、諸 王 皇 宗 、悉 令 奔赴 。給 東 園 秘器 、

貝冒物 之 数 一依 廣 陵故 事 」 とい う決 定 を 下 して い る。 しか し、

詳 貧 淫 之 失 、雖 聞遠 近 、 而 死 之 日、罪 無 定 名 、 遠 近 歎 怪 之。 停殯 五載

とあ り、埋 葬 され た の は元協 と同 日の永 平 元 年(508)11月6日 の こ とで あ る

(同 伝)。 そ の 直 前 の 永 平 元10年 に、

詔曰 … 、 便 可追 復 王 封 、 …諡 日平 王(同 巻)

とい う詔 が 出 され て お り、 これ は お そ ら く元 魏 へ の贈 官 ・誰 の決 定 と、 ほ とん

42巻39李 寳 伝
。
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ど時 を 同 じ く して発 表 され て い る と思 わ れ る。

これ ら二 誌 は 、 書 者 は別 で あ るが 書法 は 来 源 を一 に す る酷 似 の もの と指 摘 さ

れ て お り43、 元協 ・元 詳 の 葬 儀 と埋 葬 は、 贈 官 と謚 の決 定 を受 け て 同 時 に進 め

られ て い た と考 え られ る。 だ が 、 元 詳 墓 誌 は、 そ の埋 葬 揚 所 が2字 分 の空 間 に

「長 陵 北 山」 と4文 字 が 小 さ く刻 され て お り、 しか も墓 誌 最 後 部 に は余 白が無

く、字 か ら して も この4文 字 は 明 らか に後 刻 で 、贈 官 や謚 が決 定 され て は い て

も、実 際 の葬 地 は墓 誌 の 刻 字 ま で に は決 定 して い なか っ た こ とが わ か る。

で は なぜ 、元協 は早 急 に 、元 詳 は こ の時 に王 禮 を以 て 正 式 に埋 葬 され た の か。

これ まで 宗 族 の 元 僖 ・元 愉 や 恩 倖 へ の謙 殺 が あ りは した が 、 元 氏 の な か で も歴

代 の皇 帝 よ り最 も厚 い親 任 が あ り、 かっ 人 望 もあ る元 魏 を も排 除 で き た とい う

高 肇 の カ は、 内外 に これ ま で に ない ほ どの強 い衝 撃 を も た ら した 。 この 事 件 以

後 、宗 族 で あ る任 城 王 元 澄 は 、

数 為 肇所 読 、懼 不 自全 、 乃 終日酣 飲 、所 為如 狂 、 朝 廷機 要 無 所 関豫

とあ り、胡 注 に よれ ば そ の き っ か け は 「懲彭 城 王協 之 禍 也 」 とい う(『 通 鑑 』巻

148梁 紀4)。 だ が 同 時 に 、内外 に よ り強 い 反 発 を決 定 づ けた こ とも事 実 で あ り、

魏 既 有 大 功 於 國 、 無 罪 見 害 、 百姓寃 女 、行 路 士 女 、 流 涕 而 言曰 、高 令 公枉

殺 如 此 賢 王 、 在 朝 貴賤 、莫 不 喪 気(巻21下)

とい う状 況 で あ っ た か ら、 王 朝側 は あ くま で も元協 を 事 故 死 と して 、 正 式 に禮

を以 て埋 葬 す る必 要 が あ っ た の で は な い か 。 加 え て元 詳 の時 も 、人 び との 疑 惑

は 大 き か っ た か ら(前 掲)、 こ の機 会 に追 贈 ・賜 誰 し、両者 を共 に正 式 に埋 葬 す

る施 政 者 側 の対 応 を 印象 づ け る こ とで 、人 び との 懐 柔 を謀 ろ う と した の で は な

い か。 そ うで あ る な らば 、 二 誌 主 の 『魏 書 』 に 見 られ る事 跡 に 対 して、 二 誌 が

あ ま りに も簡 略 な文 言 で あ る の は(元協 に つ い て は 、そ の官 歴 は 、墓 誌 に 、「仕

歴 侍 中以 下 至 太 師 、 十 七 除官 」 と あ るの み で 、前 掲 の 元 珍 墓 誌 とは 対 象 的 で あ

る)、 や は り墓 誌 の製 作 時 期 が 、反 勢力 で あ る高 肇 の権 勢 最 高 潮 期 に あ る こ と、

しか もあ くま で も事 故 死 と して処 理 され 、 そ の 旨が 公 式 に発 表 され た うえ で葬

られ た こ とが 関係 して い る と思 われ る。

所 属 グル ー プ政 権 掌 握 時 に 製 作 され た墓 誌 は 、 元 珍 の ほ か に 北 族 の高 猛 墓 誌

が、 反 所 属 グル ー プ の 政 権 掌 握 時 に製 作 され た墓 誌 は 、 元 魏 ・元 詳 の ほか に、

元 叉 墓 誌 が あ る。 あ るい は本 稿 で は省 略 した が、 政 権 交 代 後 に 追贈 を受 けて 製

作 され た 墓誌 に は 、楊 播 墓 誌 、元懌 墓 誌 、 元 煕 墓 誌 、元 誘 墓 誌 、元 纂 墓 誌 、 元啅墓誌がある44。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.小 結

43澤 田雅 弘 「北 魏墓 誌 の 書者 と刻者 につ い て　－－元協 墓 誌 と元 詳 墓誌－－」(大 東 文 化大 学

書道研 究 所 『大東 書道 研 究』14、2007年10月)。

44詳 細 は、前掲 拙稿 「出土刻 字 資料 研 究 にお け る新 しい可能 性 に向 けて　― 北魏 墓誌 を中

心 に― 」。
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以上 、 数 例 の墓 誌 を あ げ て 、 そ の政 治 的背 景 か ら製 作 状 況 を考 察 した。 一 つ

一 つ の墓 誌 の製 作 時 期
、誌 主 とそ の時 の政 権 との 関係 、 政 権 側 の 葬 儀 ・追 贈 に

対 す る思 惑 が 、 そ の製 作 状 況 に 深 く関 わ って い る とい う可 能 性 が 、 少 な く とも

これ らの墓 誌 に は 認 め られ た よ うに 思 う。つ ま りそれ は 、 個 々 の墓 誌 の 製 作 目

的 が、 そ の とき の 政 治 事 情 に よっ て 異 な って くる の で は ない か 、 とい うこ とで

あ る。 とす れ ば 、 北 魏 墓 誌 が 『魏 書 』や 正 史 を正 誤 ・補 充 す る 手 だ て と して 有

効 で あ る こ とに 異 論 は な い が 、 それ は ど ち らが 正 し く、 どち らが聞 違 っ て い る

か とい う問題 に 留 ま る もの で は な く、 どち ら もそ の時 の政 治 的 状 況 を反 映 して

い る可 能 性 も あ る こ とを 、 ま ず 史 料 の性 格 と して 強 く意 識 して お くこ とが必 要

だ ろ う。

む ろ ん 、す べ て の 北 魏 墓 誌 が そ うで あ る とは言 え な い が 、 これ ま で 検 証 して

き た よ うに、 少 な く と も本 稿 で あ げ た 数 例 の墓 誌 につ い て は 、 墓 誌 が造 られ た

時 点 で の政 治 的権 力 の影 響 を受 け て お り、政 治 的 な要 素 が 墓 誌 製 作 に 関 わ っ て

い る こ とは指 摘 で き る。 現 在 史 料 と して使 わ れ る数 百 を 超 え る北 魏 墓 誌 は 、 ほ

とん どが 『魏 書 』 に 詳 細 な伝 が あ った り、死 亡 時 期 の状 況 が判 明 す る人 物 で は

ない が 、 しか し、 本 稿 で 取 り上 げた よ うな状 況 の 墓 誌 で あ る可 能 性 が全 くな い

と もい い きれ な い 。 例 え ば 、 死 亡 年 と埋 葬 年 が極 端 に離 れ て い た り、 そ れ が政

権 交代 時 を跨 ぐよ うな 墓 誌 な ど は、 少 し注 意 を要 す るだ ろ う。 ま た 、 諮 の符 合

しな い 墓 誌や 空 白 に され て い る誌 主 に っ い て は、 た ん に通 達 が それ ま で に間 に

合 わ な い こ とも あ った ろ うが、 史 書 に散 見 す る誰 の議 論45と 関係 す る のか も し

れ ず 、 本 稿 で述 べ て き た よ うな、 そ の墓 誌 が製 作 され た 時期 に よ っ て 、政 権 交

代 に よ る評 価 の 逆 転 が 附 され て い る の か ど うか とい うこ とに 留 意 す る こ とは 、

墓誌 の 史 料 性 を考 え る上 で 、 ま た そ の内 容 を見 て い く上 で 、非 常 に 重 要 で 、 か

つ慎 重 に注 意 す べ き 姿 勢 で あ る と思 わ れ る。 これ ら数 例 の墓 誌 は 、 故 人 へ の 追

憶 とい う面 以 上 に、 政 治 的 な産 物 で もあ る面 が よ り強 く意 識 され る もの で あ っ

た し、 同 時 に、 墓 誌 よ りも時 期 的 に は 後 につ く られ た 史 伝 の な か に描 か れ た 人

物 像 ・人 物 評 価 は 、どの よ うな意 味 を持 つ の か とい う検 証 作 業 も必 要 で あ る46。

お わ り に

48干 忠 は 、胡太 后 臨 政 中の神 亀 元年(518)に 死 亡 し、東 園 秘器 ・朝 服 一具 ・衣 一襲 ・銭 二

十 万 ・布 五 百匹 ・蝋 三 百斤 を賜 り、侍 中 ・司空公 を贈 られ た(本 伝)。 た だ し、その諡 につ

いて は于 忠の悪 い面 を捉 えた 太 常少 卿元 端案 の 「武 醜公 」 と、 良 き面 を強調 した太 常卿 元

脩 義案 の 「武敬公 」 が紛糾 し、結 果 的 に胡太 后 に よっ て元脩 義 案 が採 用 され た。

46近 年 の 成 果 と して 、 史 書 と墓 誌 に描 かれ た 人物 像 を詳 細 に検 証 した もの に 、会 田大 輔

「「宇 文 述墓 誌」と 『隋書』宇 文 述伝　－－墓誌 と正史 の宇 文 述像 をめ ぐって－‐」(『駿 台 史学』

137、2009年9月)が あ る。

―143―



本 稿 で は、墓 誌 の史 料 性 に主 眼 を 置 き 、墓 誌 が 史 料 と して もつ 二 重 性 を考 え、

そ れ ぞ れ の 限界 性 を 明 示 し、 特 にそ の文 献 史 料 面 で の 限界 性 か ら、墓 誌 と正 史

の記 述 の 差 異 と作 為 性 にっ い て 考 察 して きた 。 具 体 的 には 、 墓 誌 の 製 作 時期 と

政 治 的背 景 を一 つ の手 が か りとす る こ とで 、 そ の墓 誌 の 限 界 性 は 、 この 時期 の

社 会 の どの部 分 を 語 っ て い る の か 、 とい う可 能性 へ と転 換 され 得 る こ との予 測

を示 した が、は じ め に述 べ た よ うに 、本 稿 は初 歩 的 な考 察 に 留 ま る もの で あ る。

そ こで こ の ほか に 、 北 朝 期 墓 誌 にお け る新 しい墓 誌 研 究 の 可能 性 を 開 く と思 わ

れ る最 近 の 重 要 な成 果 を 、 い くつ か 挙 げ てお き た い。 窪 添 慶 文 氏 は、 墓 誌 の 形

態 と定型 化 、銘 辞 の分 析 か ら、 北魏 墓 誌 は南 朝 の影 響 を受 け て 、遷 都 後 短 い 期

間 に定 型 化 した こ とを示 した47。

徐 沖 氏 に よる墓 誌 製 作 過 程 の研 究 は 、誌 石 の 余 白、 界 格 な ど外 形 的検 証 か ら

墓 誌 の製 作 時 期 と刻 字 過 程 を 、あ る い は文 献 史料 か ら墓 誌 文 起 草 の過 程(行 状)

を求 め て い る48。 澤 田雅 弘 氏 は、 北 魏 墓 誌 は 通 常 は複 数名 の分 担 で刻 され て お

り、職 人 の 担 当 部 分 や 技 術 的 な 面 で も、 秩 序 が見 られ な い 場 合 が あ る こ とな ど

を、 刻 法 か ら証 明 し、 墓 誌 製 作 工房 の 具 体 的 な様 相 を追 求 して い る49。 い ず れ

も、 墓 誌 そ の も の の 史 料 的 性 格 を考 察 す る手 だ て と して捉 え る こ とが で き 、注

目に値 す る。 また 、 墓 誌 の形 態 そ の もの の分 析 か ら墓 葬 文 化 の 伝 播 を考 察 した

研 究50も 、今 後 の 新 出 墓 誌 の 増加 に伴 い ま す ま す そ の 精 度 を増 してい くで あ ろ

う。

こ こで墓 誌 研 究 の新 しい 試 み と して 、澤 田氏 の偽 刻 墓 誌研 究 を あ げ て お きた

い。 これ ま で の墓 誌 研 究 に お い て 、墓 誌 の真 贋 を見 極 め る 目的 は 、 ほ とん どが

「この 墓 誌 を利 用 して よ い か 」「記 述 は真 実 か」 とい う点 に あ り、い っ た ん偽 刻

と判 明 され た 墓 誌 は 、 研 究対 象 か ら速 や か に排 除 され て き た。 澤 田氏 は、 これ

を偽 刻 墓誌 の様 態 を表 す 重 要 な 「史 料 」 と して捉 え 直 し、 数 点 の 偽刻 墓 誌 に 跨

る 同 手 の偽 刻 者 を特 定 し、 偽 造 時期 と周 辺 組 織 の 存 在 、 完 成 ま で の具 体 的 な製

作 手 順 の解 明 を試 み た51。 澤 田氏 の これ ら一 連 の研 究 は 、 た とえ偽 造 品 で あ っ

47窪 添 慶文 「墓 誌 の起 源 とそ の定 型化 」(『立 正史 学』105 、2009年)、 「北魏墓誌 の銘辞 」

(『立 正大 学文 学部 論 叢 』133、2011年3月)。
48徐 沖 「北魏 墓 志 的生 産 過程 与 洛 陽社 会 的 目常政 治　― 以 洛 陽 出土 北魏 墓 誌 中的"異 刻"

現 象為 中心 」『復 旦 学 報(社 会 科 学版)』2011年2月 、余 欣編 『中古時 代 的 礼儀 ・宗 教与 制

度』 上海 古 籍 出版 社 、2012年 所収)。
49澤 田雅 弘前 掲論 文 、 同 「北魏 墓 誌 の鐫 刻 にっ いて 」『大東 書 道研 究 』7、1999年 、「東魏

墓 誌 の刻 につ い て　― 李挺 墓 誌 ・劉 幼 妃墓 誌 ・元季 聡 墓誌― 」 『大東 書道 研 究』17、2009

年 。
60張 銘 心 「十 六 国 時期碑 型 墓 志源 流 考 」(『文史 』2008年2月) 、宋 馨 「関朧地 区対 北朝 墓

志 形成 的影 響」(中 国魏 晋 南北 朝 史学 会 ・山西大 学歴 史文 化 学 院編 『中 国魏 晋南 北朝 史学 会

第 十届 年会 盤 国際 学術 検 討 会論 文集 』 山西 出版 伝媒 集 団 ・北 岳文 芸 出版 社 、2012年)。
51澤 田雅 弘 「偽 刻墓 誌 考　―(北 魏)張 君夫 人 李淑 真墓 誌 ・(陳)到 仲 挙 墓誌―」『書学 文化 』

10、2008年 、「東魏 墓 誌 の刻 につ いて　― 李挺 墓誌 ・劉幼 妃墓 誌 ・元 季聡 墓 誌―」『大東 書道

研 究』17、2009年 、 「偽 刻家Xの 形 影　― 同手 の偽 刻 北魏洛 陽墓誌 群―」『書 学 書道史 研 究』

15、2005年 、「偽刻 北 魏 墓誌 考　― 朱奇 墓誌 ・般 峻徳 墓誌 ・李 願 墓誌 ・陳 廠墓 誌 ・高珪墓 誌
一」 「隋代墓 誌 の刻 につ い て　―張盈 墓 誌 と夫人蕭 氏 墓誌―」『大東 書道 研 究』16 、2008年 。
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て も研 究者 の 視 角 に よ っ て は重 要 な 史 料 に な り得 る こ とを 示 し52、 さ らに他 の

偽 刻 墓 誌 判 別 へ の 途 を 開 く もの で あ る。

そ もそ も史 資 料 につ い て 、 「一 級 資 料 」 「二 級 資 料 」 な どの等 級 付 け が、歴 史

学 の 問 い の 多様 化 や 史 資 料 の 幅 の拡 大 に伴 い 、もは や そ れ 自体 が 意 味 を持 たず 、

そ の よ うに初 め か ら史 資 料 の価 値 を否 定 ・差 別 す る こ とが 、 却 っ て歴 史研 究 の

幅 を 限 定 的 ・排 他 的 にす る障 碍 で あ る と考 え られ る53。 本 稿 で若 干 の 分 析 を し

た よ うに、 墓 誌 と正 史 の 差 異 と作 為 性 を史 料 の 優 劣 の問 題 に 収 束 す る の で は な

く、 そ こか らこ そ 、 多 様 な歴 史 像 が 構 成 で き る可 能 性 が あ る と思 わ れ る。 か つ

て 中国 の 文 物 が 日本 に 紹 介 され始 め た20世 紀 初 期 か ら半 ば に 、 日本 で は 、 文

物 と文 献 学双 方 か ら古 代 中 国 を叙 述 し よ うと した 濱 田耕 作(考 古 学)・ 小林 太 市

郎 氏(美 術 史)ら の研 究 が あ っ た。 当 時 の 考 古 資 料 の ほ とん どが伝 世 品 で 出 自

がわ か らず 、 ま た 考 古 資 料 の 総 体 が 極 少 で あ った とい う制 約 が あ り、 現在 か ら

み れ ば 、そ の 結 論 は恣 意 的 に 文 献 史 料 と結 びつ け た 結果 とな り、 致 命 的 な誤 解

が 多 くあ る こ とは 事 実 で あ る54。 そ れ に して も、 そ れ らが 紡 ぎ出 す 古 代 中 国 の

世界 が魅 力 的 で あ るの は 、文 献 史料 と考 古 資 料 の融 合 に よ り、 それ ぞ れ だ け で

は描 き きれ な い 当時 の 人 び とが息 づ く世 界 を叙 述 で き る 可 能 性 を見 せ て くれ て

い る か らだ ろ う。 だ が 現 代 で は考 古 資 料 の増 大 に よ り、 こ の よ うな作 業 を研 究

者 が 一 人 で行 うこ とは 、 ほ とん ど不 可 能 で あ る55。 しか しな が ら、 は じめ に 述

べ た よ うに 、 墓 誌 の 蒐 集 ・整 理 と、 良 質 な墓 誌 集 成 の刊 行 、 鋭 利 的 な分 析 に よ

る個 別 の墓 誌 研 究 の 蓄積 に よ っ て 、墓 誌 そ の も の の史 料 性 を求 め る条 件 は 、確

実 に揃 い つつ あ る と思 われ る。

52偽作 ・偽 文 書 は、偽 刻 墓 誌 の揚 合 と同様 に、贋 物 で あれ ば研 究 対象 か ら排 除 され て きた
が、 その 利用 意義 を強調 した も のに 、網 野善 彦 「偽文 書 の成 立 と効 用 」(『 日本 中世 の非 農

民 と天皇 』岩 波 書店 、1984年)、 弓削達 「Ⅱ史 料論 」(『歴 史 学入 門』東 京 大学 出版 会 、1986

年)、 網 野 善彦 「第2部　 偽 文 書 」(『日本 中世 史料 学 の課題　― 系 図 ・偽 文 書 ・文書 』弘文

堂 、1996年 、佐 藤 弘 夫 「本 覚論 ・未 来記 ・日本紀　― 方 法 と して の偽 書 」(『国文 学 解釈

と教 材 の研 究』44-8、1999年)な どが あ る。但 し中国 の偽刻 墓誌 の多 くは 、お そ ら くは現

実 的 な営 利 目的 に よ る製作 で あろ うこ とか ら、上 記 の偽 作 ・偽 文 書 の歴 史学 に お ける利用

意義 とは峻別 す る必 要が あ る。 また近 年 は 、墓誌 そ の ものが 盗掘 に遭 っ てい るこ とが 報告

され てお り(陳 西 省 考 古研 究院 「険西 撞 関税村隋 代壁 画 墓線刻 石 棺 」『考 古与文 物 』2008

年 第3期)、 これ か ら も新 しい偽 刻墓 誌(拓 本)が 量産 され るこ とが 予測 され 、 古偽刻 墓

誌 と新偽 刻 墓誌 が 併存 す るな ど、 この 問題 は よ り複 雑 化 ・深刻 化 しつ つ ある。
53注52参 照 。
54拙 稿 「□頭 と祖 明　― い わ ゆ る鎮墓獣 の名 称 をめ ぐっ て― 」(『大 阪 市立 大 学東洋 史論 叢』

15、2006年)。 なお 、濱 田耕 作氏 はそ の著 書 『通論 考 古学 』(大 詮 閣、1922年)に お いて、

文献 史料 の扱 い を参 考 に して 、遺 物 を、第 一 等遺 物:考 古 学者 自 ら発 掘 し、発 掘地 点 、共

存遺 物 の明 な るもの 、第 二 等 遺物:発 掘地 明確 な るも、其 他 の状 態 不 明 な るもの 、第 三等

遺 物:発 見地 不 明な る も、真 物 た る こ と疑 い な き もの、等 外遣 物:真 偽 不 明 な るもの、 と

い う等 級 をっ け、 研 究 には 一等 ・二等 の遺物 を資料 として 、三 等 は参 考 にす べ きで あ り、

これ らの 区別 を考慮 せ ず に研 究 を進 め る と、そ の結 果 は科 学的 性 質 を失 うこ とを強調 して

い る。 しか し中国 由来 の文 物 につい て は、 当時 の状 況 では この よ うな等級 付 け に よる取捨

選択 は非 常 に 困難 で あっ た と思 われ る。
55狭川 真 一編 『墓 と葬 送 の 中世』 高志 書院 、2007年 は、 日本 中世 の 「遺棄 葬 」 とい う同一
の事 象 につい て 、各 分 野(考 古 学 、文 書学 、絵 画 、文 化人 類 学 な ど)の 得 意 とす る専 門的

方 法 か らそれ ぞれ 分析 ・考察 した具 体 的 な試 み と して 注 目で き る。
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だ が そ の 一 方 で い ま 、 こ う して 出 土刻 字 史 料 が 急 速 に増 大 す る こ とに よ り、

新 た な 問題 も生 ま れ つ つ あ る。 これ ま で本 稿 で 述 べ た よ うに 、 出土刻 字 史料 は

ま さ に“ 「考 古 資 料 」 と 「文 献 史 料 」 の あ い だ” に あ り、双 方 の もつ本 来 の 資 史

料 の 可 能 性 と限界 を見 極 め な が ら利 用 す る こ とが必 要 で あ る が 、 そ の 基 本 的 な

大 前 提 と して 、 そ れ らを全 て とは言 わ ず とも大 半 を入 手 し、 総 体 的 に 把 握 しな

けれ ば な らな い 。 しか し、 す で に そ れ は 、 量 的 に も資 金 的 に も 、研 究 者 一 個 人

で継 続 して行 うこ とは ほ とん ど現 実 的 に は不 可 能 で あ る。 仮 に 恵 まれ た環 境 に

あ る研 究 者 が史 料 を網 羅 的 に整 理 し考 察 した と して も、 そ れ は あ くま で もそ の

特 定 の整 理 者 に よっ て 変 成 され た 結 果 で あ る。 っ ま り、 昨 今 の急 激 な 墓 誌 史 料

の膨 張 は、 歴 史 学 に お け る墓 誌 研 究 の 発 展 と飛 躍 を約 束 す る よ うで い て 、 実 は

徐 々 にそ の 可 能 性 を狭 めて い る と もい え る。 筆 者 が考 え る に、 この状 況 に対 処

す るた め に は 、 や は り資 史 料 の一 元 化 を 目的 と して整 理 ・公 開 す る た め のセ ン

ター とな る資 史料 提 供 施 設 の 存 在 が求 め られ 、 そ れ ら原 資 史料 を用 い て様 々 な

方 面 か ら議 論 し考 察 す る よ うな 共 同研 究 を継 続 して 行 っ て い く こ とが 、 学 界 に

お け る共 通 の課 題 とな る の で は ない だ ろ うか 。 この よ うな期 待 を込 め、 拙 い 内

容 で は あ るが 、 こ こで本 稿 を終 え た い。

[付 記]本 稿 は 、 「第5回 中国 中古 史 青 年 学者 聯 誼 会 」(於 首 都 師範 大 学 、2011

年8月)に お け る発 表 「試 論 北魏 墓 志 史 料 的 特 性 」 を も とに 改訂 した も の で あ

る。

―146―


	22242022kaken_seika_201503_126
	22242022kaken_seika_201503_127
	22242022kaken_seika_201503_128
	22242022kaken_seika_201503_129
	22242022kaken_seika_201503_130
	22242022kaken_seika_201503_131
	22242022kaken_seika_201503_132
	22242022kaken_seika_201503_133
	22242022kaken_seika_201503_134
	22242022kaken_seika_201503_135
	22242022kaken_seika_201503_136
	22242022kaken_seika_201503_137
	22242022kaken_seika_201503_138
	22242022kaken_seika_201503_139
	22242022kaken_seika_201503_140
	22242022kaken_seika_201503_141
	22242022kaken_seika_201503_142
	22242022kaken_seika_201503_143
	22242022kaken_seika_201503_144
	22242022kaken_seika_201503_145
	22242022kaken_seika_201503_146

